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I  はしめに
思春期は,心身の問題が生 じやすい時期である
が,いわゆる心身症 もその一つである。日本心身
医学会は,心身症を 「身体疾患の中でその発症や
経過に心理 ・社会的因子が密接に関与 し,器質的
または機能的障害が認められる病態」と定義 して
いる。 しかし, 日常臨床ではより広い範囲の病態
を 「広義の心身症」として診療することが多い。
広義の心身症とは,「受療の主たるきっかけが身
体疾患または身体症状であるが,身体医学的な病
態理解だけでは対応が難 しい病態」と筆者は定義
している1)。この中には, うつ病にともなう身体
症状,神経症性の身体症状,身体表現性障害,摂
食障害,不登校など広範囲の病態が含まれる。
一方で,思春期心身症の治療過程はしばしば子
供から大人への象徴的な通過儀礼として理解する
こともできる2)。大人になるということは,単に
「成人として社会から要求されることに適応する」
という以上の意味を含んでいる。思春期はこころ
とからだのバランスが崩れやすい時期であり,い
わゆる心身症が発生 しやすい時期である。思春期
とは,子供としていったんはそれなりに完成を見
た人格が,い ったん解体され,大人としての新た
な統合性への変容を要求される時期でもある。思
春期に起こる心身の不調を,子供から大人への移
行過程における心身の一過性の解体と再統合とい
う観点から理解することは,有用であると思われ
る。
文化人類学的な概念を借りれば,子供から大人
への移行は連続的に行われるのではなく,一種の
断裂を伴う経過である。つまり,思春期において,
子供はいったん子供としては死に,成人として生
まれ変わる。このような過程を,ある程度安全に
集団的に実行するために必要とされるのが,通過
儀礼あるいは加入儀礼 (イニシエーション)であ
り,そのプロセスを最も適切に表現するメタファー
は死と再生である。現代社会において,集団的に
行われる通過儀礼がその意味を喪失 していること
は,あらゆる機会に指摘されていることである3)。
このため,現代の子供は,社会的,集団的にイニ
シエー トされて,地域社会集団の構成員として溶
け込んでいくことがたいへん難 しくなっている。
しかし, このようなイニシエーションの過程が,
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8人格の発達のためには必須な,あらかじめプログ
ラムされた過程であるとすれば,子供が成長しよ
うとする時,何らかの形でイニシエーションの過
程が活性化され,人生全体に影響を与えてくるこ
とは避けられない。現代の子供は,成人への通過
儀礼を伝統的な集団的なやりかたで通過すること
はできず,自前でやり抜かなければならない。そ
して,そのための一つの表現型が,思春期に起こっ
てくる,心身症,不登校,摂食障害,非行などの,
一種の病的状態である可能性は十分にある4)。
本事例報告の目的の第一は,筆者が経験した,
十二指腸潰瘍と不登校を呈した男児の治療経過を
できる限り詳しく記述することにある。同時に,
治療過程において表現された,夢,箱庭,イメー
ジなどの表現媒介の内容についても,できる限り
詳しく報告した。さらに,そのような治療過程や
表出されたイメージについての,筆者の連想,拡
充 (amplification)を,抑制することなく記載す
ることを試みた。拡充とは,分析心理学的治療に
おいて用いられる,一種のイメージ解釈の技法で
ある。事例報告における最も顕著な好例は,ユン
グによる 「変容の象徴」であろう5)。もとより,
筆者にはそのような意味深い拡充を行う力はない
が,本稿では,非力を省みず,事例が報告してく
れたイメージできる限り共有しつつ,できる限り
の拡充を試み,そこから抽出される深層構造仮説
についての描写を試みた。
Ⅱ 事例の概要
【事例】A君 15歳 男性 中学 3年生。
【主訴】腹痛
【家族背景】父 (自営業 :自動車整備業),母
(主婦),祖父,祖母,本人の5人家族。
【生育歴 ・既往歴】幼小児期特記すべきことなし。
12歳時,アレルギー性鼻炎。小中学校では,たび
たび学級委員などを務め,中学 2年まではパレー
ボール部に所属していた。
【現病歴】X-1年9月 (中学 2年),上腹部痛に
てB医院を受診。内視鏡にて,十二指腸炎と診断
され,投薬を受けた。X年1月,同院にて再度内
視鏡を受け,胃潰瘍と診断された。服薬を継続 し
ていたが,症状は軽快せず,登校 しても早退 して
しまったり,保健室で休んだりするようになった。
同年 4月にC市民病院にて再度内視鏡検査を受け,
「潰瘍は無い」 と言われた。 しか し,症状は持続
し,再度B医院から投薬を受けるも軽快せず, 4
月からは全 く登校できなくなった。痛みは食事に
関係なく一日中持続 し,時には刺 し込むように痛
む。また,下痢と便秘を繰り返 し,排便時にも痛
みがある。担任より,養護学校の併設されたD病
院へ入院 して院内の学級へ通ったらどうかと言わ
れた。家族と本人は同病院の見学に行き,本人は
「早 く治るのなら,入院 しても良い」 という気持
ちだったが,家族はあまり気乗りせず,X年 5月
16日,筆者の所属する医療機関 (当時)を受診 し
た。
初診時,上記のような事実経過を聴取 した上で,
以下の方針を提示 し,本人も,家族 も同意 した。
1)最低限の身体チェックを外来で行う。
2)少なくとも数回は通院 してもらい,臨床心理
士 (CP)にも会ってもらう。
3)その上で,当院に外来通院 しながら学校復帰
をめざすか,T病院へ入院 ・転校するかを相談
する。
【初診時現症】身長164cm,体重46kg,体温37.1
℃,血圧126/80,脈拍84整。
貧血,黄疸なし。胸部打聴診正常。腹部,平坦,
軟。上腹部に圧痛を認める。四肢に浮腫なし。腱
反射正常。
【検査所見】血算正常。血液生化学正常。検尿に
て,ケトン体40mg/dl。糞便潜血A(十)B(+)。
上部消化管内視鏡検査 :十二指腸球部に,再発性
と思われる潰瘍と粘膜発赤を認める。
診断 :十二指腸炎を伴う十二指腸潰瘍。
Ⅲ 面接経過
外来通院は, 1-2週に一度の定期通院とした。
原則として,筆者と臨床心理士 (CP)の同日平
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行面接とした。筆者は身体症状の聴取,身体診察,
投薬を行うとともに本人から報告のある場合は夢
を聴取 した。CPは自律訓練法と箱庭療法を中心
に心理面接を施行 した。以下に,筆者の面接経過,
報告された夢,箱庭,自律訓練法イメージ等を記
載するとともに,筆者によるイメージの拡充を,
面接経過にそつて述べる。
[第1期:導入の時期](#1～#7:X年 5月23
日～ 7月27日)
【第1回】 (X年5月23日)
初診以後,一 日中続 くひどい痛みはなく,軽度
の腹痛や,排便前後の短時間の強い痛みが訴えら
れる程度であった。家では音楽を聴いたり,漫画
を読んだり,TVゲ ームなどをしている。勉強も
少 しはしている。家庭での問題や,学校生活に対
する悩みの訴えもない。腹痛さえなくなれば問題
はないといった感 じであるが,学校へ行かなけれ
ばならないという切迫 した感 じもない。
身体症状以外の悩みが簡単には伝わって来ない
というのが,思春期心身症のひとつの特徴である
(もちろんそうでない一群もある)。カウンセリン
グ的な態度をとることによって家庭や学校生活に
関する悩みがすぐに聞き出せるものと期待 してい
ると,全 く面食らってしまう。多 くの場合,身体
症状に関する訴えに延々とつきあう覚悟と忍耐強
さが必要とされる。 しかし,A君 は初回面接で,
以下のような夢を語ってくれた。
夢 」r暗ぃ夜道を一人で走 っている。後ろから何
かが遇 いかけて来るが,前 しか見えず, ひたすら
走 っている。恐怖感はなかった。
これは印象的な夢である。何者かに追いかけら
れる夢というのは,印象夢としては頻度の高いも
のである。一般に, このような夢は恐怖を伴う悪
夢であることが多い (だから印象に残る)。よく
あるパターンの夢は以下のようなものである。
何か正体のわからない,恐 ろしいものに追いか
けられている。何とか捕まらないように必死で逃
げているのだが,足が重 くていまにも追いつかれ
そうになる。 しかし,何とか追いつかれる前に目
が覚める。目が覚めると冷や汗をびっしよりとか
いており,胸は動悸で高鳴っている。やれやれ,
夢で良かった。追いつかれなくて良かったと思う。
ギーゲリッヒは, このような夢の意味の解釈を,
自我の立場からではなく,夢それ自身の立場から
考えて見ることを勧めている6)。自我意識の立場
からみれば,何か得体の知れない怪物のような存
在が追いかけて来るのだから,逃げるのは当然だ
と感 じる。逃げ仰せることができて,やれやれと
ほっとする。こんな嫌な夢は三度と見たく無いと
思うし, もし見たとしたら,今度も逃げ延びなけ
ればと思う。では,夢の立場から見たらどうなる
だろうか。自我は追いかけられるから逃げるのだ
と主張する。 しかし,夢の立場から言えば,自我
が逃げるから追いかけぎるを得ないのである。自
我が逃げれば逃げるほど,夢の追跡は激 しくなる。
しかし, もし自我が逃げることをやめて,振り向
いたら,何がおこるのであろうか。夢が望んでい
るのはそういうことであるかも知れない。
筆者は,かって,極めて多彩な身体症状に苦 し
められている男子大学生から定期的に夢を聴取す
る機会があった1)。彼の夢の中では,彼は常に何
者かに追いかけられていた。最初それは,正体不
明の巨大な存在であり,彼は夢の中でありとあら
ゆる手段をとって逃走 し,最後には空中に飛び上
がることによってその追跡者から逃れるところで
目が覚めるということを繰 り返 していた。継続的
に夢を聴取するうちに,追跡と逃走のパターンは
変わらないものの, しだいに追いかけるものが変
化 しはじめた。最初,それは正体不明の巨大な存
在であったが,次には,刀を持った二人の僧侶と
なり,ついで,いつも彼が怖いと感 じている大学
教授になった。それでも彼は夢の中で常に逃げ,
捕まる直前に目覚めてほっとするのであった。つ
いで,追跡者は,仲の良 くない友人となり,その
友人と夢の中で喧嘩するまでになった。そして,
ついに,夢の中で彼を追いかけて来たやくざと彼
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は銃撃戦を展開 し,彼は胸を銃弾で打ち抜かれて
死んでしまう。不思議なことに,夢の中でこの強
烈な体験をした直後から:彼を悩ませていた多彩
な身体症状はほぼ完全に消え失せてしまった。 も
ちろん, これで彼の問題が全て解決 したわけでは
なく,その後 も展開があったのだがここではこれ
以上述べない。
この例は,夢のなかで何者かに追いかけられる
というテーマの一つの展開を示すものである。こ
の例から,以下のような可能性が示唆される。夢
の中での追跡者は,自我意識と何 らかのコミュニ
ケーションを求めて迫ってくる無意識の総体であ
る。無意識の接近は通常自我に強い恐怖感を与え
るので,自我意識はこれを避けて逃げようとする。
すると無意識はさらに強い手段をもって自我に迫
る必要が生 じてくる。この接近の手段が,強烈な
印象を持った夢であったり,通常の医学では説明
不能の多彩な身体症状であったりするのではない
だろうか。前記の例では,自我が追跡する無意識
にっかまり,銃で撃ち殺されるという体験をする
(これも一つの意識と無意識のコミュニケーショ
ンである)ことにより,身体症状はそれ以上必要
がなくなり,消失 したのであると解釈することが
可能である。つまり,無意識がこちらを見ようと
しない自我意識にこちらを注目させるための信号
の役割を,身体症状が担っていると考えられるわ
けである。
さて,A君の夢に戻ろう。この夢におけるA君
の自我の態度の特徴は,夢の中で何者かに追いか
けられているのに,全 く恐怖を感 じていないとい
うことにある。この種の夢が多 くの場合恐怖を伴
う印象夢であることから考えると, これはかなり
普通ではないことであると思われる。ここで,A
君の現在の問題点が,単に腹痛があるということ
だけではなく,十二指腸潰瘍という明らかな器質
的疾患を伴っているという点に注目したい。
筆者は,広い意味での消化器心身症を,心理的
観点と身体的観点から, 4群に分類することが可
能であると考えた7)。心理的観点からは,神経症
的傾向と失感情的傾向が両極となり,身体的観点
からは機能的病態と器質的病態が両極となる。例
えば,下痢と便秘を繰り返 したり,便秘と腹痛を
繰り返す過敏性腸症候群は,い くら検査 しても器
質的な病変は指摘できず,機能異常を主体とする
病態と考えられる。十二指腸潰瘍は,粘膜の欠損
という明らかな器質的な異常を証明できるので器
質的病態であるが,その背景には,胃酸の分泌増
加,十二指腸粘膜防護機能の低下などの機能異常
が推定できる。おそらく器質的病態は,機能的病
態がある程度以上強くなり,ある限度を超えたと
きに生 じると思われる。 ここで問題になるのは,
身体感覚に対する感受性の強弱である。一般に消
化性潰瘍の患者は,潰瘍そのものによる疼痛など
の症状以外の身体的愁訴が少ない傾向がある。ま
た,潰瘍という問題を持ちながらも,喫煙や睡眠
不足などといったライフスタイルを緩和すること
が難 しいことなどが,一般に問題になる (近年ヘ
リコバクターピロリ菌の感染が新たな要因として
脚光を浴びているが, こでは触れない)。
おおざっぱに言えばこうなる。 もし,生体にな
んらかのス トレスがかかって,それが胃酸の分泌
を克進させたとする。胃酸の分泌克進は胸焼けや
胃部不快感といった身体症状を呈するのが一般的
である。そこで,胃の調子が悪いということで,
刺激の強い食べ物を避けたり,お酒を控えたりす
る。すると,肉体的ストレスが減るので,胃酸分
泌は低下 し,潰瘍の発生には至らない。ところが,
胃酸の分泌がもたらす症状を感 じる閾値に個人差
があるとすればどうだろうか。 もし,同様な状態
で胃酸の分泌が克進 してもなんの症状 も感 じない
人がいるとする。この人の場合,症状によるブレー
キがかからないから,無理を続け,結果的に潰瘍
の発症に至ってしまう確率が高 くなるだろう。こ
のように,病態が機能異常の段階にとどまるか,
器質的疾患にまで至るかという違いには,身体症
状への気づきの程度が関係 している可能性がある。
言葉を変えれば,器質的な病態を有する場合, 自
我と身体との間に距離がある (身体感覚の閾値が
高い)ために,器質的疾患の発症を防止する生体
のネガテイブフィー ドバックがかかりにくい, と
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言える。
一般的に,何らかのス トレスが,不安,悩みと
いった心理的な愁訴の形で現れるか,あるいは身
体症状で現れるか,身体の問題が機能的病態にと
どまるか,器質的疾患に至るかという問題には,
自我意識と感情との距離,自我意識と身体感覚と
の距離が関係 していると考えられる。池見は,心
身症患者の心理特性として,失感情症,失身体症
を提唱 したが,同様の観点に対する注目であろ
ぅ8)。A君の場合,夢 1において,無意識の背後
からの接近という,通常ならば恐怖体験となる状
況において恐怖の欠如が見られることは,無意識
からのメッセージが身体的な問題を通 じてしか表
出されない可能性を示唆する。またその身体表現
が,過敏性腸症候群などの機能的病態のみならず,
十二指腸潰瘍という器質的病態にまで至っている
という事実を反映するものと思われる。
ところで, この夢の中で,A君は,真っ暗な夜
道をひたすら前のみを見ながら走り続けているが,
この態度は何を意味するのだろうか。後に示すよ
うに,走るということは, この後もA君の夢に連
続 して現れるテーマである。ひたすら前を見なが
ら走っている状況は, これまでのA君の生き方を
表 しているのかも知れない。少なくとも中学 2年
までのA君は, クラス委員などもこなす真面目な
優等生であり,何かに追い立てられながら,脇目
もふらずに走 り続けるような生活を送ってきたこ
とは十分に考えられる。その状況がA君にとって
あまりにも不自然であったために破綻 した結果が,
現在の不登校状況であるのかも知れない。
しかし,現在のA君の状況は,すでに現実生活
は破綻 しているのであって,外見的に見れば無為
の生活に甘んじているわけであり,A君自身もそ
れは十分に意識 している。 しかし,夢の中ではA
君はまだ走り続けている。これはどういうことな
のだろうか。 もし,夢が意識状態に対する補償的
なメッセージをもたらすものであるとすれば, こ
の夢はA君に,「今は何 もしていないように思え
るかも知れないが,実は,今の状況は道を脇目も
あ、らずに走り続けている状態なのだ。今は目の前
しか見えないかもしれないがこれが事実なのだ」
というメッセージを送っているのかも知れない。
マラソンを走り続けるということは,人生を生き
抜 くということの優れた比喩である。我々は,ど
こへ向かうとも知れず,いつゴールにつ くのかも
分からないまま,ただ目の前のみを見ながら,ひ
たすら走り続けるような人生を送っているのかも
知れない。それが良いことかどうかは誰にも言え
ないことであろう。 このように夢は常に多義的で
あり,一つの解釈を持って正 しいとする態度は厳
に慎む必要がある。
CPによる平行面接では自律訓練法 (AT)に導
入。腹式呼吸指導からはじめ,第二公式の練習を
開始 した。
【第 2回】 (6月6日)
身体症状は変わらない。腹痛は毎日あるが,短
時間である。二つの夢が聴取された。
夢 2r小学校のそばのグリーンベル トを走 ってい
る。身体がふわふわ した感 じである。金網のフェ
ンスを飛び越えて,向 こう側へ行ったりしている。
夢 θf海の上をボートに乗 って一人で漂流 してい
る。 もうだめだと思 った時に,ボ ートの後ろが何
かにぶつかって,気力ゞついたらそこ′ま海ではなく
学校のプールであり,ボ ートはプールのへりに漂
着 していた。
夢 2では再び 「走る」というテーマが継続 して
いる。ここで,走 っている道が, グリーンベル ト
であり,学校のそばであるというのが,夢1と異
なる点である。 しかも,わ きめをおゝ らずにではな
く,フ ェンスを飛び越えたり,空中に浮かんだり
という動きが出てきた。
グリーンベル トの緑という色は,後で報告され
る夢にも出てくるので, こで考察しておきたい。
緑は,一般に植物と結びつけられる。植物は春に
芽吹き,秋には枯れ,種子を残 し,冬を経て春に
また復活する。 したがって,緑は一般に死と再生
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を繰り返 しつつ永続する生命力を象徴する。この
ことから, グリーンベルトの上を走るというイメー
ジは, このマラソンが単に現実生活を生きる (例
えば学校に通っていい成績を取り,良い高校に進
学するといった)ということを越えた普遍的な意
味を含んでいる可能性を示唆 しているように思わ
れる。
夢 3は筆者にとって,今後の治療のみたてをす
るのに重要な印象を与える夢であった。A君は一
人ぼっちでボー トに乗り,海の上を漂流 している。
最初,周りは全て海で陸地は見えない。これは明
らかに危機的状況である。河合は 「昔話と日本人
のこころ」の中で,浦島太郎の物語の心理学的意
味について詳 しい考察を行っている9)。最も典型
的な浦島物語では,太郎は一人で船を沖に出し,
三日三晩一人で漁をしたが,魚一匹捕れなかった。
河合はこの太郎の状況を 「自我意識水準の低下 し
た一種の退行状況」であると説明 している。 この
ような心理状況は危険ではあるが,意識と無意識
が接近 しているので,無意識との重要な交流が起
こりやすく,時にはそれが創造的な経験になるこ
ともあり得る。太郎の場合は, この退行状況にお
いて,太郎を竜宮城に導 く亀を釣り上げる。名作
星の王子様においても,サ ン・テイグジュベリは
砂漠の真ん中に不時着 し, もういよいよだめだと
思った時に星の王子様が現れるのである0。
A君の場合,周 りを全て海 (無意識の最 も典型
的な象徴である)に取り囲まれ, もうだめだと観
念 したとたん,背後に衝撃があり,ボー トは陸に
漂着 した。しかも今まで果てしない大海原だと思っ
ていたのに,実はそれは学校のプールであったこ
とが分かる。プァルも海も水には違いがないが,
最大の違いはプールには枠と限界があるというこ
とである。心理療法の過程において,意識と無意
識の交流はおそらく必須事項である。 しか し,そ
の過程が進行する途中では,かなり危険なことが
起こって来ることが避けられない。その過程は心
理的エネルギーが火や水となって渦巻 く,錬金術
の化学反応の過程にも例えられよう。この過程を
安全にかつ着実に進展させるために必要不可欠な
ことが,容器の確立,すなわちその中でかなりの
心理的エネルギーが荒れ狂っても破壊されること
ない治療構造の確立である。
この夢では,今まで枠のなかった果てしない大
海原, もしボー トが破壊されれば,水中に飲み込
まれて死ぬしかない (これは意識の崩壊に例えら
れる)が,明確な枠を持った水をいれる容器であ
るプールに変容 した。手前味噌になるが, この変
化は,初診および,初回面接を通 じて構築された
治療構造 (筆者とCPによる定期的平行面接)が,
これから進展する心理療法の容器としてかなり適
切であることを示 しているように感 じられた。ま
た,漂着 した場所が学校であるというのも示唆的
である。A君の不適応は学校から始まった。これ
は,A君が学校という集合的な環境において乗り
越えなければならなかった,何 らかの発達課題が
存在することを意味するのかも知れない。ただし
これは,A君が学校に行けなくなった原因が,必
ず しも通常の意味で学校にあるということではな
い。例えば学校における友人関係などについての
具体的なス トレスは,ついにA君の口から話され
ることはなかった。現実に学校へ復帰するかどう
かよりも,その内的な課題をどう乗り越えるかが
この先問われて来るであろう。
【第 3回】 (6月15日)
やはり時々腹痛はある。衛星放送で,チ ャップ
リンの映画を4本続けて見たが面白かった。夢は
覚えていない。
【第 4回】 (6月29日)
腹痛はある (訴えに切迫感がない)。朝は7時
頃起きて,朝食を食べ,午前中はテレビを見なが
らベッドでごろごろ。昼御飯を食べ,音楽を聴い
たりして過ごし,夕食後は,月,金はテレビが面
白く無いので,数学と社会を勉強する。夢は覚え
ていない。
【第5回】 (7月6日)
一番ひどかった時の腹痛を10すると,今は4-
通過儀ネLとしての思春期心身症一十二指腸潰瘍を伴う不登校中学生の事例を通じて
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5位だと言 う。生活に変わったことは何も無 く,
面白い事 もないと言う。
【第 6回】 (7月18日)
最近腹の立つことが多い。 1)ラジカセを風呂
の中で聴こうとしたら,風呂が狭いのであちこち
にぶつかり,イ ライラ。 2)今月CDを3枚買っ
たら,母に使いすぎだと言われて,小遣いを取り
上げられた。 3)中1の時大金をつぎ込んだ教材
が,指導要綱の変更で役に立たなくなってしまっ
た。自分は小学校の時は,そうでもなかったが,
6年くらいから友達の影響でだりんとした性格に
なってしまった。 もともと 「～すべきだ」「～で
あってはいけない」という考え方なので,いいか
げんな他人には腹が立つ。
はじめて自分の性格について洞察が述べられた。
この自己洞察から,A君の性格はいわゆる完璧主
義傾向が強 く,黒白をはっきりつけなければ気が
すまないタイプであることが分かる。日本の社会
における不登校や思春期心身症について考察する
場合, この完璧主義傾向の問題は,避けて通るこ
とができない。男女とも心身症による不登校に陥
るケース,女子において摂食障害に陥るケースに
共通のキーヮー ドは 「完璧主義傾向」 あるいは
「強迫傾向」である。
論理療法の提唱者であるエリスによれば,強迫
的完璧主義こそが全ての神経症や心理的諸問題に
おける諸悪の根元であるというn)。エリスによれ
ば,「私はいついかなる場合でもこうでなければ
ならない」「他人はいついかなる場合でもこうで
なければならない」「世界はいついかなる場合で
もこうでなければならない」の 3つの信念を非論
理的信念と呼び, この信念にとらわれているため
に,不適切な気分 (鬱,病的な怒り,絶望など)
が引き起こされる。 したがって,論理療法のゴー
ルは, これらの非論理的信念を 「～であることに
こしたことはない」という論理的信念に書き換え
ることである。
ところで,この 「絶対に～でなければならない」
という態度は,河合のいう 「天なる父」からのメッ
セージであると考えることができる121。そもそも
日本の集団においては, この 「天なる父」的な態
度は巧妙に排除される傾向が強い。あまりにも強
い正義感を持つ人や,融通の利かない正論を振り
かざす人は,今日においても日本の社会において
は受け入れられないのである。社会をうまく渡っ
て行 くためには,「ホンネ」 と 「タテマエ」をう
まく使い分ける 「大人」になる必要がある。とこ
ろが,学校というところは, このような 「天なる
父」的な態度に対 して,一般に矛盾 した態度が支
配 している場所なのである。教師は道徳の時間や
生活指導においては,「正義感」や 「誠実に努力
すること」などを賞賛するし,実際にそれにそぐ
わない生徒を罰 したりもする。そこで,いわゆる
「少 し真面目すぎる」生徒はその態度を取 り入れ
ることになる。ところが,実際の学校生活で,多
くの級友達とうまくやっていくためには, このよ
うな態度はむしろ邪魔になるのである。実際に集
団を支配 しているのは,「みんなで渡れば怖 くな
い」の日本的集合的心性である。また教師といえ
ども,いざという時に 「天なる父」の態度を貫 く
人は少ないから,「ホンネ」 と 「タテマエ」をう
まく使い分けることの苦手な,完璧主義で正義感
の強い子供は,学校では非常にやりにくいことに
なる。
ここで強調 しておきたいことは,論理療法や交
流分析ではこのような完璧主義を幼少児期に習得
された傾向と考えるが,筆者はこれは 「天なる父」
としての元型的性質を有 している傾向であると考
える。つまり,自我の努力や,論理的な説得など
ではどうしようもない部分を持っているというこ
とである。この点は,不登校,小児心身症,摂食
障害などの心理治療を行う際に,たいへん大きな
ポイントになってくる。認知行動療法や交流分析
などの立場をとる治療者は, この完璧主義的認知
を,自我を強化することによって解決 しうると考
えている。 しかし,筆者はこれらの方法論には限
界があるのではないかと考えている。元型的傾向
は自我の力を越えるものであるから0,その変容
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のためには,元型イメージに忠実に従っていくう
ちにこころ全体の中に自発的に生 じてくる自己治
療的傾向に期待するしかないという印象を持って
いる。
A君は小学 6年頃から, 自分が天なる父の要請
に完全には答えられなくなってきていることを自
覚 し始めている。今のところ,A君 はそれを友人
の影響であるとして,投影により処理 している。
このことは,A君 の内面においてはすでに天なる
父とそれに対立する傾向の葛藤が生 じているとい
うことを示す。 この葛藤の解消が,今後の心理治
療経過において重要な課題になることが予想され
る。
久 しぶりに短い夢が語 られた。
夢4rライオンの姿を見ている。
ライオンについての連想を尋ねると,特にない
が,「ライオンキングのコマーシャルかな?」と
のことであった。 この極 く短い夢を解釈すること
は難 しい。 ライオンは,一般に両義的な象徴であ
る。一方ではライオンは百獣の王として,男性的,
英雄的な力を象徴する。 もう一方では,太母的な
飲み込む力,破壊的なエネルギーを表す。 しかし,
ここではアニメーションの雄のライオンが連想さ
れていることから,手塚治虫のアニメーションの
名作である 「ジャングル大帝」にイメージを拡充
してみたい。ジャングル大帝の主人公 レオは, ジャ
ングルの王である雄ライオン,パ ンジャの子とし
て生まれた白いライオンである。数奇な運命を経
て, ジャングルに帰還 したレオは, ジャングルの
王となるが,彼がしようとしたことは,自身をは
じめとする肉食獣が肉食をすることを禁ずること
であった。すなわち,本能の抑制である。 しかし,
この試みは結局はうまくいかない。 レオの最後は,
一種の自己犠牲の物語である。人間の友人である
ヒゲオヤジと一緒に雪山で吹雪に閉 じこめられた
レオは,自 らが死ぬことによって,自 らの毛皮で
ヒゲオヤジを凍死から救う。同じく手塚治虫の代
表的な作品である鉄腕ア トムの原型となった 「ア
トム大使」において,ア トムは,地球人と異星人
の和解のために,自らを犠牲にしてその首を差し
出すのである。イメージを飛躍させすぎた感があ
るが,夢に現れたライオンは,A君の内界に生息
する,変容しつつ成長する男性的,英雄的傾向を
象徴すると思われる。自己犠牲は英雄の一つの特
性でもある。
【第7回】 (7月27日)
一番ひどいときを10とすると, 8くらいと言う
が,あまり深刻さはない。夢は覚えていない。
[第2期:下降の時期](#8～#17:X年8月8
日～11月16日)
【第8回】 (8月8日)
夜中に腹痛で目が覚めた。 2個の夢が報告され
た。
夢 5r緑色の坂道をVrJをなして登 っている。先頭
に立 っているのは,「クレヨンしんちゃん」のし
んのすけで,自分は後からついて行 く。 しばらく
登 ったところで,坂の途中にベンチがあり,そ こ
に座 って休む。ところが, ベンチの向こうar」にに
もベンチカゞあり,そこに荷物を置いたところ,バ
ランスが くずれ, ベンチごと,自分 もしんのすけ
も坂を転がり落ちて, 下の人にぶつかった。
連想を尋ねると,「クレヨンしんちゃんは,子
どもの外見をしているのに,子どもらしくないの
が面白い」ということであった。
この夢の中には,い くつかの重要なテーマが含
まれている。それらを列挙すれば,「大人のよう
な子供」「坂を登る」「転落」といったものである。
大人の夢に子供が出てくる場合,多 くの場合その
意味付けは2種類である。すなわち,幼児性と成
長可能性である。。しんのすけは幼児であるから,
A君よりかなり低年齢である。 したがって同じよ
うな図式が成り立つ。すなわち, しんのすけはA
君の幼児性であると同時に成長可能性である。
しんのすけは,アニメーションの登場人物とし
通過儀礼としての思春期心身症一十二指腸潰瘍を伴う不登校中学生の事例を通じて
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て,現実存在ではないので,おそらく人間ばなれ
した,言い換えれば元型的な性格を付与されたイ
メージであると思われる。 しんのすけはクレヨン
しんちゃんのス トーリーのなかでは,つねに母親
と一緒に登場 し,大人もかなわないパワーを発揮
する。 しんのすけは太母の庇護のもとで超人的な
力を発揮する童子神である。 したがつてしんのす
けは,A君の幼児的な影であると同時に,全体性
への成長の可能性を秘めた自己 (セルフ)で もあ
る。このイメージに導かれて,A君の一行は緑の
坂道を登って行 く。緑の坂道のイメージは,夢 2
のグリーンベル トに共通するものであり,ユ ング
の言う個性化の過程を象徴するものかもしれない。
ところが, この登り道の途中で,ひと休みしよ
うとすると,たちまち転落が生 じる。転落とは,
人間の魂が神の世界から物質の世界へ落下するこ
とである。童子神とそれに関連の深い 「永遠の少
年」の物語には,落下の物語がつきものであるD。
例えば太陽に近づき過ぎて羽根を溶かされて落下
したイカロス,天馬ペガサスに乗って神々の世界
に昇ろうとして墜落したベレロポーンなどである。
手塚治虫の 「鉄腕ア トム」にも,人工太陽に近づ
きすぎたア トムが,熱のために炎に包まれ地上に
落下 し,両手両足を失ってしまうというシーンが
ある。人間が真に成長するためには,幼児のもつ
全能感は一度墜落 して犠牲に供されなければなら
ない。幼児的全能感の象徴であるしんのすけが落
下するとき,いっしょにA君の自我 もどん底に落
ちる経験をしなければならない。 しかし,童子神
イメージこそは,同時に自我意識をして個性化の
道を上昇させる原動力でもある。
夢 δ」中島みゆきが自分の学校にいる。
連想 :中島みゆきのDJを聴いていると面白い。
歌の声としゃべる声がまるで違う。
中島みゆきはシンガーソングライター。それが
なぜか自分の学校にいる。A君から見ればやや年
輩の女性イメージである。音楽は,一般に情緒性,
時に感情,激情等を表す。ライン川の岩の上で歌
うローレライ,オデユッセウスの航海に現れたセ
イレーンなどは,すべて音楽の情緒性によって,
男性的な意識を酔わせ,水 (無意識)の中に引き
込んでしまう魔女であり,アニマの一つの現れで
ある。 シンガーソングライターは,また自分で物
語 りを紬だしてはそれをメロデイーにのせて表現
する吟遊詩人をも連想させる。中島みゆきはかっ
て 「私の声が聞こえますか」というアルバムを発
売 した。筆者が 5年にわたって関わった不登校の
男子の母親が,ある日,家に閉じこもっている息
子からそのアルバムを買って来てほしいと頼まれ
た。買い物の途中で,母親はこのアルバムの題名
「私の声が聞こえますか」は,息子から自分への
メッセージだと突然直観 した。それから後,母親
は息子の内面から発せられる小さな声に耳を傾け
ようと以前よりも努力するようになった。
この回から箱庭を作ってもらうことになった。
A君の内界におけるドラマは, この後,む しろ夢
よりも箱庭にそのス トーリーを展開させていくこ
とになる。
A君の治療においては,箱庭の作成時の立ち会
いにはCPが当たった。筆者は箱庭の実物を見て
おらず,撮影されたポラロイ ド写真とカルテの記
載のみから以下の記載と考察を行 う。夢 も箱庭 も
無意識のイメージの産出である点には違いはない。
しかし,夢が覚醒後の記憶のみを頼りに記載され
たり,解釈されたりするのに対 して,箱庭は現実
に作品が残されるので,その詳細に渡って記録を
残そうと思えば可能である。 しかし,無意識のイ
メージをあまり詳細に明確にしようとする態度は,
必ずしも治療的であるとは限らない。無意識から
のメッセージは,白 日のもとに曝すのではなく,
夜明けや黄昏の薄闇のなかで,ぼんやりと眺める
方が良い場合もある。ここでは,箱庭のイメージ
を,ち ょうど不完全に報告されたばんやりした夢
を解釈するような態度で理解 してみることにする。
箱庭 ff音楽会
穐庭の中央,後ろ側7c‐一段と高い正方形のステー
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ジが あ る。 ス
テー ジの背景
に ′ま申央 に大
きな広葉樹,
両脇 に針 葉 樹
の θ本 の樹 木
が並んでいる。
ステージの正面手前に指揮者がおり,楽団は向かっ
て左に2人,右に3人,中央に小さな楽員を置 く。
ステージの左右には,奥に対称に針葉樹が置かれ,
ステージの周囲に′まバランス晨:く傷確勤が配置され
ている。ステージの右手′こは, こびとやピェロが
これも小さな円を描 〈ように並んでいる。その奥
には,茶色と自の大が 2匹いる。右側の手前に切
り株が一つ置かれている。左端手前の隅にごく小
さな水があり,魚が置かれ,二人の男が釣 りをし
ている。
初回の箱庭は,夢分析の際の初回夢に相当する
今後の見通 しを与える重要なイメージを提供する
ことが多い。この箱庭の 「音楽会」という題は,
ポラロイド写真を見て筆者が名付けたものである。
中島みゆきの夢との関連性が連想される。この箱
庭は,一見 してバランスが良 く,見ているものに
安心感を与える。背景の,ま るで釈迦三尊を思わ
せるような三本の樹木は,対立する一対から第二
の新 しいものが生 じる超越機能を象徴するかのよ
うに感 じられる。正方形のステージの上には,一
番手前に指揮者,左二人 (シンバルと管楽器)と
右二人 (弦楽器 2人と打楽器 1人)の楽団員をつ
なぐように,指揮者のちょうど反対側に非常に小
さな楽団員の人形がおかれ,全体には円形に配列
されている。これらは一種の曼陀羅を形成 してい
るように見える。周囲の樹木や観客のバランスも
良い。あまり整然としすぎることもなく,かといっ
て雑然ともしていない。右手,手前の切り株のみ
が全体の中で調和 していない。 もしかするとA君
の課題 (生命力の上方への伸長が途中で切断され
ている)が ここに現れているのかも知れない。全
体として,予後の良さを予想させる作品である。
【第 9回】 (8月22日)
やはり時々腹痛があり,勉強に集中できない。
自分の部屋の配置替えをしている。
箱庭 2′飛行機の墜落
本人の解説力ゞある。教会の前にスが集まってお
り, そこにどろぼうもいる。そこへ飛行機が墜落
して来て,棚を倒 し,樹を倒 し,つ いでに泥棒 も
死んでしまった。みんなびっくりして見ている。
穐庭 の配置で′ま今回は
箱力ゞ縦′ご使われており,
奥の中央′ご前日 も使わ
れた大 きな落葉樹が両
側に小さな樹を従えて
立てられている。奥の
両側には左にイ本,右
に δ本の大小の針葉樹
が立てられている。中央の大きな樹の手前に教会
がおかれ,その左に家が一軒置かれている。教会
の前には2θ人ほどの人が集まっている。手前に棚
が穐庭 を誨方 と後方に分けているのである力ゞ,飛
行機が手前左か ら落下し,棚を倒 して教会の右手
につっこんでいる。飛行機が通 った溝の中に泥棒
がFIJれており,人々はその周 りを円形に取 り囲ん
でいる。柵の手前に′ま左手lc‐自動車,右手になぜ
か大きな亀が一匹置かれている。
ここでは夢 5において出現 した墜落のテーマが
はっきりと表現されている。この落下によって,
一見安定 した構造を形作っていた樹や人の配置が
一部破壊されている。特に箱庭の世界を2分して
いた,あるいは教会で象徴される聖なる世界を守っ
ていたと思われる柵が破 られているのが目立つ。
この墜落によって一人の人物が死んでいるのだが,
この人物は泥棒だとされている。教会と泥棒は一
種の対立するイメージのように思われる。教会は
聖なるもの,善を連想させるが,泥棒は悪の存在
である。 しかし,プロメテウスの神話でも明らか
なとおり,盗むという悪の問題は,人間が意識を
獲得する時にかならず出現するテーマである。こ
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こで,物語を連想するならば,空中高 く舞い上が
る飛行機 (精神)が高みから落下することにより,
地上の均衡が一時的に破壊される。その際に泥棒
(トリックスター)が犠牲に捧げられる。全体の
構成は高いものと低いものがつながれ,以前の調
和が破壊され,犠牲が捧げられることによって,
そこから新 しい何かが新生 してくるという物語が
進行 していることが想像される。これは,典型的
な通過儀礼の物語の始まりである。
8月29日, クラス担任と学年主任の先生と会っ
て話を聞いた。A君は, 1年, 2年の前半は,ク
ラス委員,代議員などをこなした。 2年の夏休み
から症状が出現,バレーボール部に出れなくなり,
登校できなくなった。 4月からは1日登校 したの
み,修学旅行には出てくるかどうか迷ったが出ら
れず,記念撮影の時強く登校を促 したところ,吐
き気,腹痛が出現 した。D病院への入院を勧めた
が,父母が納得 しなかった。学校側から見ると,
母親の反応が今一つ鈍 く,近所づきあいもあまり
なく,問題ではないかと思っている。父親は自動
車整備業。本人は家で勉強 しているので,テスト
の問題を解かせるとかなりできる。そのため,父
親は,息子はかなりできると思っているらしい。
本人は自分の状況を知っているので,一流高校は
無理だと思っているようだが,父の意識とのギャッ
プが大きい。 3月まで登校 しなくとも卒業はでき
る。 しかし, ランクの高い高校への進学は無理だ
ろう, ということであった。
学校としては,登校できないA君にたいして,
それなりの理解を持って対応 している。学校生活
にいじめなどの大きな問題は見あたらないようだ。
学校としては,母親や父親の態度に原因を求めた
いような態度が見える。何 らかの原因があって,
そのために腹痛がおこり学校へ行けないという,
原因解決型の病態モデルの立場にたって考えれば,
学校生活に問題が発見できなければ,家庭が原因
であろうと考える。その逆もしばしば起こる。 も
ちろん,現実のこまごまとしたことは,すべてA
君の問題と関連を有 している可能性があり,大切
に理解する必要がある。 しかし, この事例におい
ては,かなりひいき目に見ても,母親や学校など
単一要因に全ての原因を押 しつけるのは無理であ
ろう。母親と,A君 の関係は淡々としたものであ
る印象を受けた。 しかし,それに対 してA君から
不満が述べられたことは面接中一度 もなかった。
比較的希薄な母親との関係を,A君 は自分なりに
受け入れているように思われる。
【第10回】 (8月31日)
部屋の模様替えをしている。勉強せよと言われ
てするのは好きではない。科目は,答えのはっき
り出る数学が好き。夢は覚えていない。
部屋の模様替えは,内界 (心)の構造の再編成
の試みの外在化であることが多い。箱庭を作るこ
とと,等価の作業であることもある。またA君は,
「勉強せよと言われてするのは好きではない。科
目は,答えのはっきり出る数学が好き」と答えて
いる。ここからもA君の自律欲求の強さと,思考
型の傾向,完璧性を求める傾向,一種の強迫性が
うかがえる。これらの性向は,先にも述べたよう
に,天なる父に仕える態度である。
箱庭 θr昔と今
向かって左半分は針葉樹の林で,中 に肉食の恐
竜が 2匹。右半分は現在の動物の世界で,中央に
象力ゞいる。象はボスである。他にか′∴ しまうま,
らくだ, うま, くま,大, トナカイなどの動物が
象′ご従ちて,週去の動物,恐竜に向かって行こう
としている。ポラロイ ドの使い方が悪 く,非常7c‐
暗い写真 しか撮れなかった。
二項対立と戦いのテーマは,箱庭療法の経過中
に出現する頻度の高いテーマである。恐竜は,飲
み込み,噛み砕 く,太母に属する攻撃性を表すと
考えるのが一般的である。 しかし,子供は非常に
恐竜を好む。放射能で巨大化 した恐竜であるゴジ
ラは,最 も人気のある映画キャラクターである。
この事実をどう説明するか。ユングの晩年の著作,
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人間と象徴0では, ゴジラの映像が抑圧された無
意識の攻撃性のイメージとして載せられている。
ゴジラはとてつもなく恐ろしい存在であると同時
に,自我を魅惑する側面を持っている。 したがっ
て, これは,個人的無意識 レベルの抑圧された攻
撃性ではなく,元型 レベルの破壊性の象徴と考え
るべきである。この破壊的な攻撃性は,世界を破
壊 し,再生へと導 くシバ神にも比べられるような,
生命力そのものの (リビドー)の象徴として理解
されるのが適切であると思われる。
日本におけるゴジラ作品の流れは, ゴジラで象
徴される生命力を,如何にして全体性の中に定位,
調和させるかという試みのくりかえじとして理解
可能である。そのために導入されたのが,永遠に
戦 うライバルとしての,キ ングギ ドラ (三つの頭
を持つ有翼の龍―これは錬金術の書に載せられて
いる個性化の象徴のイメージとそっくりである),
モスラとバ トラ (羽根を持つ巨大な蛾とそのシャ
ドウ,なんと宇宙にまで飛んでいく力を持つ),
ビオランテ (バラと女性とゴジラ細胞の複合体,
バラの花と触手を持ち,巨大な口を持つ。太母の
イメージである),メカゴジラ,スペースゴジラ,
デス トロイア (これらはゴジラのクローンである
から,次第にライバルがゴジラと同質化 してきて
いる)などである。ゴジラは羽根を持たない龍で
あるが, ライバル達はビオランテを除いて全て羽
根を持っている (しかしビオランテも光の粉となっ
て空中を飛ぶことができる)。したがって, ゴジ
ラとこれらのライバル達は,永遠に戦う二匹の怪
獣,羽根のある龍と羽根のない蛇,羽根のある鳥
と魚,二匹の魚,大と狼, レバイアタンとベヘモッ
トなどと同じ,元型的な二項対立の葛藤を表 して
いる。例えば病的な状態としては,本能と強迫的
な行動の葛藤として現れる。
最も典型的な例が,摂食障害に見られる 「拒食―
過食一嘔吐」のサイクルである。過食は食という
生物に必須の本能が,何 らかの理由で不自然に抑
圧されたあとで,まるでその不自然さに対抗する
かのように生 じてくる本能的衝動である。これを,
意志の力でコントロールすることは極めて困難で
ある。これには,ギ リシア神話において,テ ッサ
リアの領主エリュシク トー ンに対するデーメーテー
ルの仕置きという極めて適切な比喩がある。。と
ころが, このような患者は,食欲をコントロール
して,やせよ,体重を減らせという無意識からの
強迫的な要請を同時に受けている。そのために,
患者は過食のあとに必ず嘔吐するはめになるので
ある。この要求は,おそらく元型的なもので,本
能に対抗する反本能とでもいうべきものであろう。
これは,肉体を消滅させ,純粋精神へと存在を変
容させようとする傾向であり,キ リス ト教神秘主
義などににみられる傾向と関連があるのではない
かと想像される。
いずれにせよ, この本能と反本能の争いの状態
は,元型的状況であり, 自我意識に対 してはとて
つもない苦 しみを与えるが,同時に自我意識を魅
惑する状況でもある。この状況から,対立するも
のの統合,第二のものの新生が生ずる可能性があ
ると思われるが,あまりに強い葛藤状況に耐えき
れずに破綻 してしまう危険性,元型的状況に補足
されてしまい,いつまでもこの葛藤が続 くといっ
た危険性も高いと思われる。
箱庭の右半分は現代の動物達であり,同 じく動
物的な本能や衝動を表すとはいえ,冷血動物の恐
竜とは異なり,温血動物やペットなどかなり人間
と互いに共感可能なレベルの動物達である。 リー
ダーとなっている象は,多 くの場合,英雄の象徴
である。万軍の将であるガネーシャは, シヴァ神
の息子である。 うわばみに飲まれる象のイメージ
は,フォン0フランツの永遠の少年0の中に詳 し
い。この箱庭での二項対立は,個人的な自我にとっ
ては共感が困難な,元型 レベルの攻撃性,破壊衝
動 (恐竜)と,人間的ではないにせよ,人間的自
我と情緒交流可能である動物的なエネルギー (哺
乳動物)で ある。現代の動物達が左側,林 の中
(より深い無意識を表す)に向かって行 く様子は,
リビドーの退行を表現 していると思われるが,よ
り深い生命的エネルギーとの接触を求めての動き
であると推測される。
同じ第10回面接において,自律訓練法施行中に,
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以下のような自発的イメージが報告された。
自律議ll練法イメージlrこんにゃく
僕はこんにゃく。暗い冷鮮 の中にいる。冷蔵
庫が開けられて外に出され, まな板の上で切られ,
ねじられ,に しめの出し汁につかり,日の申に入っ
て食べられる。
自律訓練法施行中,今までリラックスできなかっ
たのが, このイメージとともにGS RO.6と著明
なリラックスが得られた。深いリラックスととも
に報告された自発イメージであるということから,
このイメージは箱庭や夢と同じレベルから意識中
に侵入 してきたイメージであると思われる。A君
は, 自分自身の身体をこんにゃくという不定形物
質としてイメージしている。こんにゃくとしての
A君は,最初冷蔵庫の中にいる。冷蔵庫は食物を
凍らせて保存 しておく容器である。冷蔵庫の中に
置いてある限り,腐 ることはないが,芽を吹 くこ
ともない。冷蔵庫は氷と関連が深い。氷は一般に
冷たさ,堅 さを表 し, これは心理的には情緒性の
乏 しさ,エロスの欠如として現れる可能性がある。
冷蔵庫から出された氷は,溶 ける。これは情緒性
の解放を意味する。冷凍状態から解放されたこん
にゃくは,切 られ,ね じられ,出 し汁につけられ
て煮られる。これらは,解体,変形,化学反応な
ど錬金術において第一質量 (プリママテリア)を
化学反応により変容させる過程との類似を指摘
できるD。最後に, こんにゃくであるA君は,日
の中に飲み込まれて,食べられてしまう。食べら
れ,飲み込まれるモチーフは,英雄神話に普遍的
に見られる。例えば,英雄であり王である太陽は,
夕方西の水平線上で,大きな魚に飲み込まれ死ぬ。
そして夜の間中,魚の腹の中,あ るいは海の中を
航海 し,夜明けとともに東の空に新生する。 ヨナ
は鯨に飲み込まれる。ヘラクレスは冥界へと下降
し,地獄のケルベロスを連れて生還する。これら
は全て,英雄の死と再生の物語である。
【第11回】 (9月12日)
腹痛はポテ トチップを食べた後などにある。面
接では多数の夢が報告された。
夢 7f学校の体育館でバレーボールのクラブ活動
をしている。友人 f/Jヽ学校時代の仲の良 い,と二
人で体議館 を出て,自分の家の回りをすごいスピー
ドで走 っている。反人が自分を道いかけている。
突然自分は鼻血を出し,び っくりして目ね｀覚 める。
ここでも走るというテーマが現れている。仲の
よかった同性の友人がA君を追いかけている。こ
の友人は機械的に解釈すれば,A君のシャドウで
ある。友人に関する詳 しい連想を聞いていないの
で, このシャドウがどういう性質を持っているの
かは明らかでない。夢 1の追いかけられて走ると
いうテーマがここでも繰り返されている。 しかし,
ここで一つの事件が起こる。突然鼻血がでてA君
はびっくりする。鼻血は興奮 したりのぼせたりし
たときに出るものである。また,鼻血は俗な意味
で,性的なエネルギーの比喩としてよく用いられ
る。鼻血が出るとは,性的に興奮することのアナ
ロジーである。円を描いて走るという行為は,エ
ネルギーの流れとその蓄積を連想させるが,鼻血
のアクシデントによりこの夢は唐突に終わる。
夢 ∂f″グな友人 (わんぱくなタイフ°)力ゞ,ス テー
ジの真中に立 って,日に絵の具のチュープをくわ
えている。ステージの左手に大勢の人力れ てヽマッ
チ棒を投げつけるというようなことをしている。
今度は自分の番7c‐なり,友人と交代 して絵の具を
目にくわえようとする。緑のチュープを選ぼうと
するが,汚れているのでFrJのにしようとしたとこ
ろでロカゞ覚めた。
この夢に関 してもA君には連想がない。舞台は
学校であり,ステージの上で何 らかのパーフォー
マンスが行われている。これはどうも衆人監視の
もとで行われる一種の儀式を思わせる。雰囲気が
良 く分からないが,ステージの真ん中に立つ者は,
おそらく一種の通過儀礼の参入者であり,左手の
大勢の人達はその参会者であろうか。参入者は,
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日に緑の絵の具のチュープを加えて立ち。ここで
も緑色のモチーフが現れる。つまり,参入者は,
植物の性質を持っている`参会者はマッチ棒を投
げつけるのであるが, このマッチ棒とはなんであ
ろうか。
ここで一つの北欧神話が連想されるD。バル ド
ルという若い神は主神オーデインの息子でぅ他の
全ての神々から愛される寵児であった。ある時,
彼は自分自身の死を夢に見た。そこで,彼の母フ
リッグは,世界中の全てのものに,決 して彼女の
息子を傷つけないことを誓わせ,息子を死から守
ることにした。そこで神々はバル ドルを中央に立
たせて,色々な物を投げつけては,それが彼を傷
つけないことを確かめては楽 しんだ。ところが邪
な神ロキは, これを快 く思わなかった。ロキは老
婆に姿を変えて, フリッグから,若い宿り木だけ
には誓いをさせていないことを聞き出した。そこ
でロキは宿り木を持って帰り,盲目の神ホ ドルを
だまして宿り木をバル ドルに投げつけさせる。宿
り木はバル ドルの胸を貫き,若い神は死ぬ。A君
の夢でステージの上に立つ者に投げつけられるマッ
チ棒はこの宿 り木を連想させる。マッチ棒はその
形態からファリックな力と関連があるかも知れな
い。また,マ ッチ棒はもちろん火を生ずるもので
あり,意識化をもたらす機能を有 している。男性
生殖器,火 ともに,男性的な意識のエネルギー
(リビドー)の象徴である。
バル ドルの死の神話は,広 く古代神話にみられ
る,植物神の死と再生による大地の豊饒というテー
マに関連 した物語であると考えられている。この
物語の中では,美 と善の神である永遠の少年神は
死の運命にとらわれている。保護する母親である
フリッグは,息子の死を防止 しようと必死になり,
ありとあらゆるものに手を伸ばし,手配をする。
現代においても, 自分の息子にとって危険なこと
は全て先手をとって取り除いてしまおうとする過
保護な母親の態度にこの神話は再現されている。
しかし,息子をいつまでも少年に留めておこうと
するこの母親の努力は必ず失敗する。少年は必ず
死ななければならない。子供としての幼児性が死
なない限り,大人になることはできない。少年の
死をもたらすものは,宿 り木,またはマッチ棒で
象徴される男性性の萌芽である。永遠の少年は自
分自身の男性性に殺され,変容するのである。そ
れを運んでくるのは, ロキが姿を変えた老婆,否
定的な太母である。
A君の夢に現れた,一見不可解な学校での儀式
は, このような,子供が殺されて成人へと変容 し
ていく通過儀礼を表現 しているのかも知れない。
最初,A君の影である,腕白な友人がこの儀式の
生け贄となる。次にはA君自身の自我がその参入
者とならなければならない。この体験は避けがた
いが,一方では恐怖を伴う体験でもあるだろう。
このような神話的な儀ネLのイメージが学校での生
活に投影された場合,現実の生活は,突如として
古代的,神話的な様相を帯びてくる。不登校の少
年達が感 じる漠然とした説明不能の, しかし逆 ら
いがたい登校への恐怖は, このような投影に一部
その責が求められるのかも知れない。
夢 θfどこか小さな島があり,そ こへつながる橋
のス リロに トンネルがある。自分は車の後部座席
に乗 っており,左側に2, θ人,助手席に一人,
運転手が一人。運転手が 「島 (あるいは山りに′ま
ある人 (聖者のような人)が いるので,会 いに行
こう」 と言いながら,車を運転 している。車が ト
ンネル7c~入ろうとするところで,日ねゞ覚 めた。
比較的わかりやすいテーマである。島は無意識
の大海に浮かぶ,意識化された部分である。こち
ら側の意識の世界とは狭い橋を通 じて以外にはつ
ながりを持たない,孤立 した意識の部分であり,
これはおそらく最近になって意識とのつながりが
生 じてきた,未知の土地であるかも知れない。島
は時にパラダイスであり,祝福された別世界であ
る。この島とこちら側の世界をつなぐ通路の入り
回はトンネルである。いったんは暗い (おそらく
は地下の)世界を通過 しなければならない。この
ことから, この島は地下の死の世界とも関連 して
いることが類推される。多くの英雄の死と再生の
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神話においては,英雄は地下の冥界へと旅をして,
再び地上へと復活する。 この島は死者の住む島で
あるかも知れない。
前記の宿り木によって殺されたバル ドルは,北
方の死者の国の王となっていたが, もし世界の全
てのものが彼のために涙をながしたら, この世に
復活できることになっていた。 しか し, こ でも
ロキが変装 した老婆が彼のために泣 くことを拒ん
だために,彼の復活はならなかったD。一方で,
この島は山とも関連 している。山は大地の女神が
住む場所あるとともに,その高さから,男性的な
精神性にも関わる。山は大地が雲や雷や天と接す
る場所であり,最高の精神性を表す場所でもある。
ここに聖なる人が住んでおり,A君 の連想ではこ
の聖者は男性である。A君は無意識の運転する自
動車の後部座席に乗せられており, トンネルを通っ
て,島への行程に関してはA君は全 く受け身であ
る。島でいったいどういう体験をすることになる
のかは,まだこの夢では示されていない。
夢lθ「 (以前に4～5回立て続けに見た夢リ
家のベランダ (南獨J)にいると,空の三分の三
位を占める大きなまぶ しい光を期 状に放つ物体
(本体は虹のように多色)が 浮かんでいる。背景
は赤 い。 こFOだと思 い,怖 くなって北FrJの窓の
方へ行って空を見ると雨である。 2階からではな
く,高層 ビルからの景色のようであった。
夢II f 鼠上)
僕は夜中,空 に浮かんでいる。腰下に行の明か
りが見える。前方に前の夢と同 じような1/FOが
浮かんでおり,怖 くなリロカゞ覚めた。
夢10,11はUFOの夢である。 A君はこれらに
似た夢を,今までに数回以上見ているという。同
じテーマを繰り返 し夢に見るということは,その
テーマがA君の内界において重大な意味を持って
おり,かつそれに関する物語が完結 していないと
いうことを表す。 さて, A君の夢に現れたUFO
は,空の 3分の 2を占めるような巨大な虹色に変
幻する円形の物体で,まばゆいばかりの光を放射
状に放っている。この物体は夢の中でA君に強い
畏怖の感情をいだかせている。ユングは,その著
書のなかで,UFOは現代人の心の中か ら自発的
に出現する,全体性の象徴 (自己)であると述べ
ている20。このようなイメージは,人間の自我が
偏った発達をして,無意識も含めた心全体のバラ
ンスが失われる危機が生 じたとき,再び心の全体
性を取り戻すために,その姿を現すとされている。
筆者はかって,胃症状に強い固着を持ち,対人
恐怖のために不登校に陥った大学生と5年にわた
る心理療法の体験を持ったり。この学生の心理療
法が長い経過ののちにようやく展開を迎え,元型
的な夢が出現 し,症状の劇的な軽快が起こった前
後,彼 はUFOを目撃 した。彼は面接中に淡々と
その体験を語り,筆者 も淡々と聞いた。お互いに
その話の真偽については興味がなかった。その体
験の意味は言葉では表現されなくとも双方に理解
されていたのである。
過食嘔吐を伴う神経性食思不振症の女子高校生
が報告 した夢に,以下のようなものがあった。
「私の目の前に視野の 3分の 2以上を占める巨
大な目が浮かんでいる。背景は真っ暗で,それ以
外は何も見えない。その目は私をじっと見つめて
いるようである。私はとても怖 くなり,日が覚め
たらびっしょりと汗をかいていた。」
この女性患者はこの前後,体重減少の極期にあっ
た。この前後に彼女は以下のような体験を治療者
に語ってくれた。
彼女は病棟のデイールームで,他の患者さんと
1時間ほど話をして,自分のベッドにもどった。
すると同室の患者さんが,「さっきはいったいど
うしたの?」と尋ねる。何のことか分からないの
で問い返すと,「さっき,あなたは突然部屋に入っ
てきて,自分のベッドの上で体操をして,まわり
の人が話 しかけても何 も答えず,また出ていって
しまった。いつもの様子と違ったけれど,い った
いどうしたの?」と言われた。彼女はたいへんびっ
くりした。彼女にはそのような行動をとった記憶
が全 く無いのだ。そこで,それまでデイールーム
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で話 していた別の患者を連れて来て尋ねると,そ
の時間帯には彼女とまちがいなく一緒にいたと証
言する。結局何が何やら分からず,「それでは,
さっきのは幽霊だったのではないか」ということ
になった。とても怖 く感 じて,その晩は一人では
寝付けなかった。
このエピソー ドは現実にはあり得ないことで,
もし合理的に説明 しようとすれば,誰かが嘘をつ
いているか,勘違いしているかとしか考えられな
い。 しかし, これを彼女の心理的側面から考える
と, この体験は一種の解離現象を表 し,周囲がそ
れに巻き込まれている可能性が考えられる。現象
学的には,彼女は 「二重身」の体験をしたことに
なる2の。 このような体験が生 じる時には,主体と
客体の区別が曖昧になり,自と他の相互浸透が起
こる。これは,意識水準の観点からみれば,あき
らかな意識水準の低下状態と考えられ,比喩的に
は, 自己の元型に支配されている状況と考えられ
る。実際の経過では, この頃より,彼女の突然の
食欲増加が出現 し,その後 しばらく紆余曲折を経
るが,結局約 1年の経過で神経性食思不振症の状
況は改善 し,大学へ進学 した。ここで,彼女が夢
の中で直面 した 「暗闇の中の巨大な目」は,A君
の夢の 「虹色にきらめく巨大なUFO」と,共通
性を有するイメージであると思われる。
さて, A君がUFOと出会 うとき,彼 は建物の
上の階にいる。そこは2階であるはずなのだが,
もっとはるかに高い高層 ビルのようでもある。建
物は一般に心の構造を表 し,高い場所ほど意識性
が高いと考えられる。元来UFOは遥かなる宇宙
すなわち上方から飛来するものであるから,セル
フのイメージの表現として, どちらかというと精
神性,男性性,意識性の側面をより強調するもの
と思われる。あまりにも高すぎる精神性の飛来は,
時に,自我にとって破壊的な作用をもたらす。統
合失調症患者の妄想にしば しばUFOが登場する
のも, この理由によると思われる。南側の窓から
UFOと対面 したA君は,反対側の北の窓か ら,
今度は降り注 ぐ雨を見る。雨は天と地を結ぶ無意
識のエネルギーの流れであり,地上に降り注 ぐ雨
で象徴されるエネルギーの流れは, 自我がUFO
によって,さ らなる高みに連れ去 られる危険性を
補償 しているように思われる。これらの夢は治療
中に初めて見 られたのではなく, もっと以前から
繰 り返 し見られていたものであることから, この
ような自己の象徴の付置は,A君 の問題が顕在化
する以前よりすでに存在 していたことが明らかで
ある。
夢11では,A君 もUFOと同 じように空中に浮
かんでいる。空に浮かぶ夢,空を飛ぶ夢は,精神
の大地からの東縛を逃れる自由な飛翔という側面
と,現実とのつながりの喪失と墜落の危険性とい
う二つの側面を持っている。
夢12r家に友人 (男♪が 5人遊びに来て,自分は
2階′ごいる。帰るというので降 りていくと,バ ン
型の自動車が停まっており,友人たちはそれに乗っ
て帰 って行 く。
はっきりしない夢であり,解釈は難 しい。ここ
でもA君は2階にいる。尋ねてくる5人の男は誰
かはっきりしないが, 5という数は,全体性を象
徴する4とその中心を足したものという観点から,
やはり全体性を象徴 している可能性がある。全て
が男であるから,精神性の側面が強調されている。
もしかするとUFOの乗組員であるかも知れない。
彼 らが訪れて,帰 って行 くときに,A君 は2階か
ら階下へと降りる。これが,彼 らの訪間の目的で
あるかも知れない。つまり,セルフの象徴の布置
は,その ドラマが終了 した時には,自我を一段と
低い位置,大地のレベルに引き下ろすのである。
上昇 しすぎたプエル (永遠の少年)と しての意識
が,再び大地 (アニマ)と結ばれるというドラマ
にまで拡充するのは行き過ぎであろうか。
箱庭 4:ライオンと老夫婦
砂漢の風景である。穐庭 の中央付近に,一頭の
雄 ライオンに道いかけられて,老夫婦が逃げまどっ
ている。酪舵の親子と,lθ羽ほどの鳥が周囲を取
り囲んでいる。鞄を持 ったとグの紳士が,週 いか
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けられている夫婦 を
後ろから跳めている。
ライオ ンの象徴に
ついては, すでに述
べた。 ここでは,老
夫婦を襲 う;噛 み砕
き,飲み込 もうとする攻撃性,破壊性を連想させ
る。この破壊性は, リビドー の持つ破壊性であり,
魂を変容させる個性化のエネルギーであろう。追
いかけられる老夫婦は,通過儀礼により殺される
年老いた王と王妃を連想させる。古い意識が死ぬ
ことにより,初めて新 しい意識が生まれることが
可能になるのである。周囲の鳥は何であろうか,
鳥は一般に精神を表す。傍観者の人物を含めて,
老夫婦がライオンに殺されるというドラマを見守
る精神が存在する。魂の ドラマを精神が見守って
いる。これも通過儀礼に必要な構造である。
自律議|1練法イメージ2rゼラチン
僕はゼラチン。水の申につかっている。料理人
にすぐい上げられ,鋼の申に落とされ,水の中に
つかる。砂糖を振りかけられ, ミカンの缶詰が入っ
てきて, ぐつぐつ煮 られ,冷蔵庫の中で固められ,
さらに盛 られ,切 られ,ス プーンでくずされて,
食べられて,の どを通 って食道に入 ったところで
終わる。
この自発イメージも,前回のこんにゃくと類似
している。ゼラチンは基本的に不定形の物質であ
り,最初水 (無意識)の中に浸かっている。この
状況は,ユ ングのアイオーン劉に記載されている,
珍 しいクラゲのような円形の魚を連想させる。鍋
(容器)中で,熱せられ,冷蔵庫で冷やされ,切
られ, くずされ,飲み込まれる。錬金術の変容の
過程,通過儀礼における神の身体の解体と死の過
程を連想させる。
【第12回】 (9月21日)
夜色々考えて眠れないことがある。ゴギブリが
嫌い。朝ゴギブリに食われるん じゃないかと思う
時がある。円盤形のベープマットが本当は虫なん
じゃないかと思ったり,扇風機が目玉の親父 (ゲ
ゲゲの鬼太郎に出てくる)に見える。
現実生活では,学校へ行けないということを除
けば,ほ とんど病的なところのない生活を送って
いたA君であるが,今回は現実感覚の低下と思わ
れる感覚を訴えている。これらの感覚は,おそら
く意識水準の低下にともなう,無意識内容の侵入
によって説明されると思われる。円盤形のベープ
マットや扇風機といった円形の物が,非現実的な
イメージと関連づけられて知覚されている。ここ
で,円形の物―虫,日玉という関連づけが面白い。
ゴギブリは,原 始的な昆虫であり,蜘 蛛や甲虫
(スカラベ)を連想させる。蜘蛛は運命の糸を紡
ぎ出す太母の象徴であり。蜘蛛の巣は一種の螺旋
であり曼陀羅である。日玉から,エ ジプ トのホル
スの目を連想するが,暗闇を背景にした巨大な目
のイメージについては,前述 した。いずれにせよ
これらのイメージは,全て,全体性 (自己)に関
連 している。自己の象徴が活性化され,無意識界
から意識界へと侵入 している状況が想像される。
一般に, こういう状況は意識にとっては危機であ
る。この危険な状況を,創造的状況へと変容させ
るためには,堅固な容器 (治療構造)が不可欠で
ある。
夢Iθi C/Jヽ学生の頃)
公園の近 くのノ′′にかか っている橋の付近を,2-
θ人の友人と一緒に夜中に走 り回 つている (左ま
わりである♪。
ここで,子供の頃の夢が報告された。川にかか
る2本の橋を通って,A君 は左回りに走り回って
いる。この状況は左向きの螺旋,意識から無意識
へのエネルギーの向きを現す。 しかも,回転する
たびに,A君 は川にかかる橋を渡る。ガリア地方
の遠征から,一大決心 してルビコン川をわたり,
ローマに凱旋 したユ リウス 0カエサルの例を持ち
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出すまでもなく,川を渡ることは,一つの状態か
ら次の状態へと移行する,重大な契機となる。A
君の心には,子供時代から,意識と無意識の間の
エネルギーの回転を繰 り返すことによって,橋を
渡って行 くという形での個性化が運命づけられて
いるのであろう。
箱庭 5:中学校とウル トラマン
穐庭 は中央で左右の領域に棚で2分割されてい
る。柵は完全に領域を分けておら尤 中央と手前
が少 し開いている。左の領域の方がやや広 く,大
小の四角 い家が δ個置かれている。右手のやや狭
い讀域 には中学校と思われる長方形のビルデイン
グが置かれ,そ の上にウル トラセブンの人形がお
かれている。学校の前には, フランスの国旗であ
る三色友が砂の上に立てられている。
いつもにくらべてずいぶんとあっさりした箱庭
である。ウル トラセブンはウル トラ兄弟の 3男,
武器は光線と相手を切り裂 くアイスラッガーであ
る。また, 自分の代わりに戦う3匹のカプセル怪
獣を持っている。一般にウル トラマンなどのヒー
ローは,男性的な自我の元型的な基盤を表す。超
人的な能力を有 し,光の国M98星雲からやってく
るウル トラ兄弟達は,ま さしく天なる父からの使
いにふさわしい。
【第13回】 (10月3日)
それほど痛 くないとにこにこしている。部屋の
模様替えをした。小学校低学年のころ,寝 ようと
すると首から肩のあたりに何かがのしかかって来
るようで気持ちが悪かった。 2-3日続いた後で
風邪をひいて医者へ行った。夢は覚えていない。
A君の場合 もそうであるが,慢性に腹痛を訴え
るこの年代の患者では,腹痛の訴えは一種の頑固
さを特徴とし,治療の経過が進行するにつれて訴
えがあまり切実ではなくなっても,痛みが無 くな
るということはめったにない。従 って,「それほ
ど痛 くない」という報告はかなり大きな変化であ
ると言える。部屋の模様替えに関 しては,前項の
考察を参照のこと。心の構造の再構築が一段落 し
たということであろうか。イヽ学校低学年のころの
一種独特な身体感覚体験が,過去の記憶として語
られるのにはなにか意味がありそうである。この
ことは,後ほどさらに明らかになる。
箱庭 θf動湘
穐庭 は,全部で 7つの区画に棚で分割されてい
る。後ろ側の三分の一ほどが縦に四つに整然と分
けられ, 一番左 に
は猿が多数 いて,
餌 を運ん できたrr-7
育の人が棚 の中に
入 っている。左か
ら二番目は肉食獣
(豹など,三番目′ま
ライオンが入れられており,一番右は少 し大きめ
の猿が四匹とf・-7育人。境目には樹木が植えられて
いる。左手前の区画には山が作られ,頂上′ご三色
友が立てられ,ペ ンギンがdrJをなして由に登頂 じ
ている。右諷方 の柵の申にはしまうまやしかキリ
ンなどの草食動物がいる。真ん申の三つまたの通
路には見物客わ｀数人 いる。
整然と分割された区画と,箱庭全体をうまく使っ
た構成は相変わらずバランスのよさとエネルギー
を感 じさせる。左下の雪の山頂に登頂を試みてい
るペンギン達は, しんのすけの夢を連想させる。
【第14回】 (10月12日)
学校の先生と話をした。そろそろ進路を考えろ
と言われた。自分で言 うのも変だけれど,僕 は筋
道たてて考えて計画するのが得意。そういうこと
を生かせる道に進みたい。薬剤師,薬の研究者,
機械や自動車のデザイナーなど。夢は全く見ない。
箱庭 7f原住民 ・動物と兵隊の戦い
穐庭 の左手に,樹木の林の申に象や鹿や犀など
の動物と, インデイアンがいる。右手から五人の
通過儀礼としての思春期心身症―十二指腸潰瘍を伴う不登校中学生の事例を通じて一
兵隊が ジープと2台の
自動車に乗 ってやって
くる。 これからり′いが
始まるのだハ 兵隊が
少ないのでたぶん勝て
ないだろうというのが
本人の弁である。
戦いのテーマは,箱庭 3における,恐竜と現代
の動物達の戦いに連続する。やはり,未開のもの
とより分化 したものの対立のパターンである。 し
かし本当の戦いはまだ始まっていない。
【第15回】 (10月24日)
ときどきちくちくする程度。夢は忘れた。
箱庭 θ′草食の動物達
穐庭は縦に使われている。奥の方左手に樹が一
本,右手に小 さい
樹が θ本,牛 の親
子,象 の親子,兎
の集団などの草食
動物産がバ ランス
良 〈配置されてい
る。
この箱庭では,む しろ戦いの予感 は遠 ざけられ
ている。
【第16回】 (11月2日)
ときどきひどく痛むことが短時間だけある。ファ
ミコンを売ってしまおうかと思っている。
箱庭 9fガグバーの世界
左奥に棚で囲まれた濃域があり,樹木 もあった
のであるが,突然動物産が巨大化 し,棚 を壊 し,
右手の領域の街を荒 し回 っている。動物としては
熊やカモノハシのぬいぐるみ力ゞ用いられている。
箱庭の手前を左から右に向かって線路の上を電車
が走 っており,右手の穐庭 の枠を超えて,車両が
外へ飛び出そうとしている。
動物的なエネルギーの突然の巨大化と秩序の破
壊が起こっているが,あ まリシリアスな感 じでは
ない。枠を超えるという傾向が表現され,一種の
危険を感 じさせられる。
【第17回】 (11月16日)
寝入りの途中に,目を閉 じると両手が異様に大
きく感 じられ,身体が手から空中に溶けて行 くよ
うな感 じがした。自分自身が, 自分の身体から離
れて行くような感 じがした。そのまま寝てしまい,
あとはどうもなかった。 これは, 子イ共の頃UFO
のような光の夢を続けて見て,首の回りに何かつ
ながっている感 じがした時と同じ感覚である。
この奇妙な身体感覚は,内面での身体イメージ
の変容を反映するものであろう。前回の箱庭で巨
大化 した動物が用いられたが, これと両手の巨大
化の感覚や,後 に述べる自律訓練イメージにおけ
る肉体の変容,拡散のイメージと,身体が手から
空中に溶けて行 くような感 じとの間に共通性が伺
われる。一般に,一過性の身体の違和感は,医学
的には説明する価値の無い物として,無視される
傾向にあるが,A君 の例から見て,内界での身体
イメージの変容に関連 していることが示唆される。
箱庭′θ:無題
無題と名付けられたこの穐庭′ま,興味あるイメー
ジをたくさん含んでいる。本人の説明によれ′∴
この穐庭 のメインは恐竜である。恐竜のイメージ
については,前項ですでに述べた力ゞ,一般′ご′ま,
飲み込むものとして,無意識の攻撃的,破壊的な
エネルギーを表現
するのに適 当 な象
徴 であ ると考え ら
れ る。 この箱庭 で
′ま中央 に, 日に蕪
を くわえ て恐 竜が
倒れている。 その
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逝:傍′ごは鯨と魚が地面′こささっている。 これらの
動物,特 に恐竜を狙 って, ライフルを持 った男が
立 っている。その男の背後にはピンクと黄色の樹
が 2本。右手奥に松のような樹が一本立っており,
その樹の下に哺乳場を傍らにおいた赤 ちゃんと馬
が休んでいる。 この赤ちゃん′ま馬に乗 ってここへ
やって来たのであり,恐竜をライアルでねらい撃
ちしているのは, この赤ん坊の父親である。
恐竜はなぜ蕪を口にくわえているのであろうか。
恐竜の恐ろしさは,その噛み砕く大きな口にある。
蕪をくわえさせられることにより,攻撃性は無力
化される。鯨も恐竜と同じく,英雄を飲み込むも
のとして,太母の象徴である (ヨナと鯨)。魚は
無意識の中を自由に泳ぎ回る物として,無意識の
種々の要素の象徴として解釈可能であるが, こ
では,鯨 と一緒に用いられていることから,やは
り飲み込むものとしての太母の別の表現であるか
もしれない。そうすると,恐竜,鯨,魚 は,こ こ
では3人の恐ろしい女性,ペルセウス神話におけ
るゴルゴン三姉妹,運命の糸を紡 ぐ二人の女性で
ある北欧神話のノルン,ギ リシア神話における復
讐の女神であるエリニュース三姉妹などと等価で
あることが想像される。
これらは全て,太母の否定的な側面,すなわち
恐ろしい母のイメージである。この箱庭では, こ
れらの恐ろしい母達は,無力化されて倒されてい
る。これらの恐ろしい魔女達を倒 したのは, ライ
フルを持った父親である。このような戦いの後で,
赤ん坊が馬に乗ってやってくる。赤ん坊は一般に,
対立 した物の統合によって生ずる全 く新 しい第二
のもの, こ ろの新たな可能性を表すと考えられ
る。この赤ん坊は一般に神的な子供であり,世界
を救済する使命をもって生まれてくるものである。
神的な赤ん坊と馬には深い関連がある。キリス
トは厩で生まれた。日本では,厩の皇子と言われ
た聖徳太子も,その出生と馬の間に密接な関係が
ある。ギリシア神話においては,天馬ペガサスは,
ペルセウスがゴルゴン三姉妹の末の妹であるメド
ウサの首を跳ねたとき滴り落ちた血の染み込んだ
岩から生まれたとされている。また,別の神話で
は海神ポセイ ドンとメドウサの間に生まれたのが
天馬ペガサスであるとされている。従って,馬は
その動物性,肉体性を通 じて太母とも関連を持っ
ている。ペガサスは,英雄であるペルセウスやベ
レロポーンを助けて,彼らに数々の冒険をさせる。
しかし,最後に自我肥大に陥ったベレロポーンは,
神の座に近づこうとして,ゼウスの怒りを買い,
地上に落下 して死亡する。この物語については先
にも触れた1つ。
赤ん坊と馬の組み合わせは,新生 した意識と,
それを支える動物的な無意識のエネルギー,ある
いは身体性の組み合わせとしても理解できる。こ
の二者の関連がより密接に強調された場合の適切
な象徴は,半人半馬のケンタウロスである。 トラ
ンスパーソナル心理学の論客であるケン・ウイル
バーは,意識のスペクトルモデルのなかで,ケ ン
タウロスのレベルという比喩を用いている。自我
意識がペルソナとシャドウに分裂 し,両者の関係
性の回復が問題となるシャドウレベルよりも一段
深い分裂として,ケ ンタウロスレベルが想定され
る。人間は本来,身体と心 (意識)の 2つの側面
を有する分離不可能な有機体であり, この点を強
調するならば,ケ ンタウロスは,意識と身体が一
体となっている有機体としての人間を象徴する適
切なイメージである。 もし, この有機体が,人間
(意識)と馬 (身体と不可分な動物的無意識)に
完全に分裂 してしまうならば,その分裂を統合 し
ようとする無意識の補償作用は,色々な問題を起
こしてくる可能性がある。心身症の少なくとも一
部は, このような観点から理解可能であり,心身
症の患者援助の最終目標は,心と体,意識と無意
識の和解である。
この無題と名付けられた箱庭は,その中に元型
的な物語の構造をすでにほぼ完全な形で内包 して
いる。それは,男性 (ライフルを持った父親)に
よる恐ろしい母 (恐竜,鯨,魚)殺 しと,その結
果生ずる新 しい意識の可能性 (神的な赤ん坊の誕
生)である。このス トーリーは,ノイマンが意識
の起源史りにおいて示 した,西洋的な自我意識の
通過儀礼としての思春期心身症―十二指腸潰瘍を伴う不登校中学生の事例を通じて一
発達の物語と非常によく似ている,現在までの日
本人の意識の発達に関するユング派の考え方の主
流は, 日本人の意識の発達過程においては,母親
殺 しが完全に行われず,む しろ別の形,例えば老
人と子供の意識の統合などを通 じて達成されるの
ではないかというものであった。 しかし, この箱
庭が示すように,現代の日本人の心の中には,西
洋的な自我意識の発達の物語が自然発生的にコン
ステレー トされつつあると思われる。 しかしなが
ら,河合が再三述べているように,母性元型の力
が極めて強力な日本人の社会においては,天なる
父の導きの元に母殺 しを完遂 して個性化を行 うこ
とには極めて大きな困難が伴うということもまた
事実であろう0。現代の登校拒否に陥っている子
供の少なくとも一部には, このような個性化を独
力でやり遂げるべき運命を担わされていると思わ
れる例が存在する。このような場合には,治療の
ゴールは集団への適応に求められるべきではなく,
むしろ個人としての道を貫きつつ子供から個とし
ての成人へと移行していくことであろう。 しかし,
これはなかなかたいへんな道のりであることは確
かである。
この箱庭について追加 しておきたいことが二点
ある。ライフルという男性的な力で恐竜を倒すた
めには,恐竜の口を蕪でも、さぐという別の手段の
助けが必要である。蕪は大地の贈り物と言って良
い植物である。大地に根を張った生命力の助けな
しには個性化の道を貫 くことは難 しい。また蕪の
地上部分は緑であることから,夢 8の緑色の絵の
具をくわえる儀式との関連も示唆される。第二点
は先ほど述べた馬の存在である。個性化を貫 くた
めには,馬で象徴される動物的,身体的なエネル
ギーの協力がどうしても必要である。意識が身体
や無意識からその自立性,独立性を獲得 していく
ことが,意識の発達の一つの側面であることは間
違いない。 しかし,その過程には必ず,大地,植
物,動物,身体との意識の再統合が必要とされて
くる。心身症という現象が生 じてくる背景には,
このような意識と身体の分離と再統合の過程が関
連 しているような気が してならない。
解 却 ll練法イメージθ:生ク リーム
僕は生クリーム。 ソフトクリームの機械に入 っ
ている。穴を通 ってコーンの上にねじられて乗 り,
子供の手に渡る。頭をぺろりと食べられ,地面に
落とされる。水道で洗われ流される。配管の中を
通 り, 下水,ノ′′,海へと行 く。
以前報告されたこんにゃくやゼラチンと同様の
イメージの流れである。 しかし,少 し異なるのは,
食べられた後,身体の中に入らず,水の流れに乗っ
て,地下の水路や川を通って最終的には海にまで
流されて行 く点である。海は,全てを溶かしこむ
と同時に,全ての生命の根元であり,全てを育み,
全てを生み出す,根元的な無意識の最 も適切な象
徴である。意識にとって溶解消滅の危険は日前に
せまっている。いったいここから何が生まれてく
るのであろうか。
[第3期 :変容の時期](#17～#27:X年11月28
日～X+1年 3月6日)
【第18回】 (11月28日)
薬が出ていなかった。やはり飲まないと痛みの
持続時間が長い。
夢14f近くのスーパーが建て替えられて実際より
も大きくなっている。僕′まスーパーに入 り, 洗剤
のボ トルを持って外に出てくる。なぜかその後,
またボトルを持 って申′ご入 って,ボ トルを取 り替
えている。
建造物は,ある構造を持ったこころを表す。スー
パーマーケットは,色々な物品を販売する建物で
ある。売 られているものは特に食べ物が多い。店
は,何 らかの代償 (お金)を払って,食べ物など
のエネルギーを補充することのできる,無意識の
一つの機能と考えることができる。この夢では,
スーパーが建て替えられ,実際よりも大きくなっ
た。すなわち,自我意識がそこを通じてエネルギー
を得ることのできる無意識の構造 (あるいは機能)
が拡大 したのである。
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さて,A君 はその店の中に入り,洗剤のボ トル
を持って来る。つまり,無意識から何らかの要素
を意識の側に持ち出したのである。 しかし,い っ
たい何を持ち出したのであろうか。はっきりした
ことは言えないが,ボ トルは容器であり,一般に
は女性的な原理を表す。 しかし,その形によって
は (例えばコーラの瓶)フ ァロスの形態から,む
しろ男性的なエネルギーを表すとも考えられる。
ここでは,い ったん持ち出した容器を取り替えに
行ったりしていることからも,無意識から得たファ
ンクションが何であるのか,あ るいは意識から見
てしっくりしているかどうかなど,まだ不十分な
点があるようだ。容器の中身が洗剤であるという
ことにどのような意味があるのか, この夢だけで
ははっきりしない。
夢15f近所の電報電話局に,2θmく らいの高い柵
がある。僕はその柵を登 って中の地面へ飛び降 り
る。その後動 の近 くで何かをしているのである
ハ 何をしているのか分からない。
非常に高い柵は, こころの一部分を分隔する障
壁を表 しているように思われる。A君はその境界
を乗 り越えて, こころの中の今までは隔離されて
いた部分へ入ることに成功する。20mの柵を越え
ることは,通常の人間の能力を超えている。たい
へんな仕事をしたわけである。電報電話局は,離
れた土地同士の通信をコントロールするところで
ある。各々が分断されている無意識の各要素間を
回線で結び,統合性を回復させる作業に関わって
いるのではないかと推察される。
【第19回】 (12月7日)
痛みはあるが,ひ どいことはない。学校に行 く
ことを考えると, 1)授業を受ける。 2)校内に
入る。 3)友人に会う。 4)先生に会う。の順番
で気が重い。
A君のようなタイプの不登校児童は,一般に先
生に個人的に会うことはあまり苦にならないよう
だ。友人とも,学校外や課外活動などで会うのは
それほど苦にならない。このことは,A君の問題
が,単に現実の対人関係の問題ではないというこ
とを示 している。学校という場にいること,特に
授業という場面で,級友や先生と一緒にいること
が,彼らの気を最も重 くさせるのである。このこ
とから,勉強することや,成績に対するこだわり
が一番問題なのではないかという発想が生 じるが,
どうもA君の場合はそうではないようだ。A君は
家で勉強することは決 して嫌いではないし,学校
へ行っていないにも関わらず,先生が個人的にテ
ス トをしてみるとかなり学力は高い。彼が最 も苦
手とするのは,学校の授業で象徴される集団環境
であると思われる。 この状況に対する拒否感情
(特に身体症状という形で現れやすい)は,非個
人的レベルのものであり, 自我意識はそれに抗す
ることができない。
箱庭′′′仙人と魔女の戦い
これ は■lJ的な物
語 の表現 である。
箱庭 の右手 の縁 の
上 に仙人 と思 われ
る男 の老人が置か
れ, それ とちょう
ど向か い合 った左
側の枠の上には魔女と思われる老女と,赤 い縁取
り白いスカートを履いた若い女性の人形が置かれ
ている。大勢の人や建物力ゞ箱庭 いっぱいに置かれ,
それら′まほとんどが倒れて半ば砂に埋 もれている。
A君の説明によれば, これは,仙人と魔女の戦
いであり, この戦いの影響によって,町中が被害
を受け,家は壊れ,人は死んでいる光景である。
仙人と魔女の戦い, これは言うまでもなく,元型
的な男性性と女性性の戦いである。仙人も魔女も
通常の人間にはない超常的な能力を持っており,
これは元型の性質をよく表現 している。
仙人は典型的な老賢者の象徴である。全ての善
悪,美醜,正邪を一つの矛盾もなく判別 し,常に
通過儀礼としての思春期心身症一十二指腸潰瘍を伴う不登校中学生の事例を通じて-      29
正しい道を示す者, これが老賢者であり,天なる
父である。老賢者は,自我意識に道徳,神の摂理
を示 し,正 しい道を示 し導 くが,それはまた邪な
者,悪 しき者を徹底 して破壊 し打ち砕 く恐ろしい
破壊者でもある。天から雷の電光を投げ,地上の
邪な者を焼きつくすオリュンポスの主神ゼウス,
正義の神であるとともに偏狭な戒律の守護者でも
あるヤハヴェなどの唯一神のイメージにそれは投
影されている。また,仙人としてはもう少 し暗い
イメージとして,アーサー王伝説の魔法使いマー
リンなどがいる。彼は影に日向にアーサー王を援
助 し,彼の英雄としての成就を援助する。河合は,
日本人の集合的心性の中に, この天なる父イメー
ジが欠如 していることを指摘 している121。確かに
日本の神話の中には, このような妥協を許さない
厳 しい男性神は見あたらない。 しか し,一方では
河合は,対人恐怖や登校拒否の子供達に対する心
理療法の経験から, これらの子供の無意識の中に
は, このような天なる父を求める強い傾向が認め
られることをも強調 している。また,欧米におけ
る自我意識の発達の過程において母殺 し,龍退治
をやり抜 く背景には,天なる父の導きが必要であ
り,キ リス ト教の唯一神がこの役割を果たしたと
いうのである。
さて,魔女である。無意識の人格化であるアニ
マの表現として,魔女ほど適切な者はない。無意
識の男性原理である仙人に対立する女性原理とし
てのアニマが,老魔女と若い乙女の二人の女性と
して表現されていることは,何を表すのであろう
か。最も素直に考えれば, これはアニマイメージ
が二つに分裂 していることを表す。老女一乙女の
二つの女性像の組み合わせは,色々な組み合わせ
との類比が可能である。ノイマンはその著書 「グ
レー トマザー」の中で,女性イメージの二つの軸
として,母性的性格 (マザー)と変容的性格 (ア
ニマ)を設定 した詢。各々に良い側面と悪い側面
があり,マザーは養い保護するグッドマザーと,
飲み込み破壊するテリブルマザーの両側面として
表現される。一方アニマは,精神的変容をもたら
す聖女と,陶酔的性格により自我を誘惑する精霊
の 2者によって表現される。
太母的無意識から自我意識が生まれ, 自我意識
が無意識からの自立性を獲得 しようとする時,太
母イメージはグッドマザーとテリブルマザーに分
裂する。西欧的な自我意識の発達過程において,
ドラゴンで象徴されるテリブルマザーを英雄が殺
害する英雄神話のス トーリーが普遍的なものであ
ることは, ノイマンによって強調されている。こ
の物語では,アニマは自我が太母を殺害 した結果
手に入れる宝物である。日本の文化圏における男
性的自我意識の発達は, このような明らかな英雄
神話の形式によって表せないことが指摘されてい
る。 しか し,近年,日本人の無意識の中にも, こ
のような西欧的自我の萌芽が観察されることは,
また河合によって指摘されている。日本人の女性
イメージの表現として,河合はその著書 「明恵―
夢を生きる」のなかで, ノイマンの女性イメージ
の軸を援用 しつつも, 日本人の心性により適切な
四者モデルを提供 しているゆ。
河合のモデルでは,やはり母的な性格のイメー
ジを縦軸にとり,最 も高い位置に皇后を置き,最
も低い位置に娼婦を置 く。横軸には乙女を置き,
性的な要素を含まない乙女と性的な要素を含む乙
女を対立させる。河合の主張によると, この軸に
沿って中心に移動する事によって,男性意識は石
化に陥る恐れがある。また一方の軸を対極にまで
たどることにより,反対側の要素へと逆転現象
(エナンチオ ドロミア)をおこすことがあるとし
ている。すなわち,全てを受け入れる高貴な皇后
イメージを追求すると,反転 して娼婦の手に落ち
てしまうことが往々にして起こる。また性的な結
合を伴う乙女を求めようとするならば,逆方向の
純潔,禁欲,節制を徹底する必要がある場合があ
るとされている。
エンマ ・ユングのアニマイメージに関する研究
によれば,彼女はアニマイメージをマザー,アマ
ゾネス,メデイウム (霊媒),ヘタイラ (高級娼
婦)の 4つに分けている。このうち,マザーとヘ
タイラは男性的自我と直接関係を持ち,アマゾネ
スとメデイウムは直接的な関係を持たない。マザー
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とアマゾネスは集合的男性と関わり,ヘタイラと
メデイウムは個人としての男性に関わり,男性の
個性化を助ける。マザーーアマゾネス軸は母性的
性格軸に相当し,ヘタイラーメデイウム軸は変容
的性格軸に相当すると思われる。
女性イメージにおける二項対立を考える場合,
最 も基本的と思われる組み合わせは,母―娘の対
であると思われる。ギリシア神話ではデメテルー
コレー (ペルセポネ)の組み合わせとして表され
る。母と娘は本来一体の存在であり,娘は母から
生まれ, 自らは新 しい母となる。従って,母と娘
は永遠に再生産される永続する生命エネルギーを
象徴する。 しかし,娘はアニマとして,男性的自
我と結びつきその個性化を助ける可能性を秘めて
いる。このため, しばしば,男性的自我意識を息
子のままで留めておこうとする母と,その男性と
しての成長を助ける娘とは深刻な対立関係をもた
らすことが生 じる。 この良い例は,アプレイウス
の 「黄金の瞳馬」の挿話として描かれている 「ア
モールとプシケ」の物語におけるプシケとヴェヌ
スの対立である。 しかし, この分裂が深刻になれ
ば,母―娘の永遠の再生産のエネルギーは失われ,
自我意識は立ち枯れの危機に陥ることになる。
この危機は,男性の意識が聖なる乙女としての
アニマに強 く惹かれ,アニマの肉体的な側面を抑
圧 してしまうときにも起こって来る。そのような
危機的な状況における補償の物語の一つとして,
ワーグナーの楽劇 「タンホイザー」を挙げること
ができる。この楽劇では,淫 らな地下的な女性イ
メージとしてのヴェヌスと聖なる処女エリザベー
トが対比されている。一度魔女であるヴェヌスの
手に落ちた宮廷歌手であるタンホイザーは,エ リ
ザベー トのもとに帰ろうとするが,歌合戦におい
て我を忘れてヴェヌス賛歌を歌い上げたために,
殺されそうになる。結局タンホイザーは神の赦 し
を得るためにローマヘ巡礼行を行うが,教皇の赦
しは得 られない。最後に再びヴェヌスのもとに戻
ろうとするタンホイザーは聖なる乙女エリザベー
トの自己義性的な死によって救われる。この救い
の象徴は,決 して芽吹くはずのない枯れた木の杖
が緑に芽吹 くことによって象徴されている。すな
わち,男性の象徴である杖が,生命的エネルギー
である緑の芽を再生させ,生命樹との関連性を回
復することである。この箱庭においては,男性的
な自我意識を導 く天なる父の表現である仙人と,
地下世界に属する太母的な無意識の表現である老
魔女の対立を,若い乙女としてのアニマが補償 し
ていると考えることもできる。
この箱庭において表現されている,男性的およ
び女性的元型的エネルギーの対立によってもたら
された破壊と死は,ハルマゲ ドン (最終戦争)を
連想させる。これはキリス ト教的黙示録の世界に
書き表された,キ リス トとアンチキリス トの戦い
による世界の破滅と最後の審判の予言である。必
ずしも宗教に題材をとらなくとも, このような最
終戦争による世界の破滅とそこからの再生の ドラ
マは,近年の漫画,映画,小説などに頻出するテー
マである。例えば 「風の谷のナウシカ」「北斗の
拳」「アキラ」等,枚挙にいとまがない。
ユングによれば, このような二項対立による世
界の破壊の予感とそこからの再生こそ,人類の歴
史における,双魚宮から宝瓶宮への移行に同期す
るものではないかという2D。このような古い世界
の死と新 しい世界への再生が, 自然発生的に個人
の無意識の中に生起 している事実が,おそらく共
時的な現象として世界を変えて行 く原動力になる
のかも知れない。来るべき世界への変動は,集団
や上からの ドグマによって行われるのではなく,
個人の心の深層において進行 していくものなので
あろうか。
【第20回】 (12月19日)
腹痛はあまりない。頭を角刈りにした。見た感
じが男 らしくなった。
箱庭′2「春のあけぼののうぐいず
穐庭 の左端に,原色の花や植物と椅子などの家
具が,日めて置かれている。前方中央にフライパ
ンがおかれ,その中にレモンが一つ,そのレモン
の上にピエロカゞ両手を広げて立 っている。 フライ
通過儀礼としての思春期心身症―十二指腸潰瘍を伴う不登校中学生の事例を通じて-      31
バ ンをとりま 〈よ
うに して, 6匹の
恐竜が配置 されて
いる。左 は じのプ
ロントザウルスは,
首と背中を除 いて
砂に埋 もれている。
肉食恐竜は一匹は頭を, もう一匹は尾を砂の中に
埋めて不自然な形で立てられている。三匹の トリ
ケラトプスは足首を砂に埋めている。
この箱庭にA君は 「春のあけぼののうぐいす」
というタイ トルを自らつけている。同時に 「関係
ないけどそんな感 じ」というコメントをしている。
なるほどこのタイ トルと箱庭の内容には,直接の
関係はないように思われるが,A君の内面ではつ
ながりを有 していることは間違いがない。
「春のあけぼの」という言葉は,清少納言の有
名な枕草子の冒頭の一節 「春はあけぼのようよう
白くなりゆく,やまぎわ少 し明かりて,紫だちた
る雲のたなびきたる」を念頭においているものと
思われる。この風景は,冬から春,夜から朝への
移行を想起させる。このイメージは,秋から冬に
かけて死滅 した植物が春の訪れとともに芽吹き,
再生するイメージ,夜の闇の中に死滅 した太陽が,
曙の光の中に再生するイメージをもたらす。これ
は,無意識の中でいったん解体 し死を体験 した意
識が再び再生するイメージであると思われる。 し
かし,春のあけぼのの光景は, ぎらぎらした太陽
の日の出ではなく,よ うやく白み始めたばんやり
とした夜明けである。極めて日本的な風景である。
うぐいすもまた極めて日本的な情緒を漂わせる鳥
である。日本の民話には 「うぐいすの里」という
一連の物語がある。このス トー リーは, うぐいす
の里 (異界)へ迷い込んだ村人が,みるなの禁止
を破ったため,再び現実の世界へ戻ってしまわざ
るを得ず,そこでは何 も変化せず,永遠の時が再
び流れていくという,極めて日本的な 「あわれ」
の世界が描かれている。
さて,箱庭に目を戻すと,中央のフライパンの
中のレモンの上に立つピエロは,一見して 「新生」
のイメージを表すのにふさわしいように感 じられ
る。 レモンは世界卵を連想させ,上 に立つピエロ
は世界卵から新 しく生まれでた神的な子供を思わ
せる。A君は今までの一連の箱庭の中で, ピエロ
の人形を好んで用い,常 に 「箱庭の中での自分は
どれかと言えばピエロ」であると言い続けて来た。
ピエロはA君の自我の一面を表すとともに,無意
識界の住人であるトリックスターを表現 している。
ピエロは道化として,何の力も持たないが,時に
は王国をひっくり返すような巨大な働きをする英
雄でもある。永遠の少年である神バル ドルを殺 し
たのも,悪い トリックスターであるロキである。
ロキはフェンリル狼や ミッドガル ド蛇とともに,
神々の黄昏 (ラグナレク)の 日まで,大地の底に
閉じこめられているのであるが,最終審判の日に
地底より解き放たれ,旧 い神々の世界を破壊 し,
新 しい時代の到来をもたらすのである。周囲の恐
竜達は何 らかの形で退治されており,左 はしの花
や家具などは未だカオスの状態ではあるが,エ ネ
ルギーの噴出が始まっている。
【第21回】 (12月26日)
父母と進路の相談をしていた時, 1回のみ腹
痛があった。
箱庭131掟破 リ
この回の穐庭 は, ポラロイ ドカメラの故障によ
り,記録に残せなかった。交通事故の様子で,飛
行機 罐 落している。箱庭の枠の上にとかげに乗っ
た ドラエモンが乗せられている。枠の外に家が一
軒有り, ピス トルを持った人が三人いる。 ビス ト
ルを持たない人を一人が ピス トルで狙い, さらに
その人をもう一人が ピス トルで狙 っている。枠の
申′ご′まピエロカゞ一人 いる。
ついに写真にも記録できないほどの掟破 りが実
行され,箱庭の枠 も無視されて,風景は枠の外に
まで拡大 している。枠の上のとかげに乗 った ドラ
エモンが,枠の中 (交通事故と飛行機の墜落によ
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る破壊)の世界と,枠の外 (否定の否定が繰り返
される)の世界をつないでいるように思える。こ
の箱庭において,A君 の無意識界のカオス度は最
高に達 したと思われる。 しかし,現実生活はそれ
なりに破綻する様子 もなく進行 している。
【第22回】 (1月9日)
たまに痛む程度。
夢Iδ:大きなカッターナイフを左手に持 って歩 い
ていると,特 に切りつけた訳でもないのに,逝:く
を通る人の腕が切れたりして傷つけてしまう。そ
の後,学校へ行き, まわりを傷つけた犯人が自分
であることがまわり′ご分かってしまうので,カ ッ
ターナイフの刃を隠そうとする力ヽ ノブが大 きす
ぎて戻せない。そこで口が覚めた。
「切断」のテーマがはっきりと現れている夢で
ある。おそらくこの夢には, どうしてA君が不登
校に陥ったのかという理由が表現されているよう
に思われる。A君は左手に大きなカッターナイフ
を持って歩いている。 もちろんカッターナイフは
切断する機能を表す。「切断する」 とは 「切 り分
ける」 ことであり,意識の持つ 「区別する」「分
節する」機能を表す。意識は区別をすることなし
には,何 も認識することはできない。従って 「切
る」ことは意識の持つ基本的な機能である。具体
的には,善悪,正邪,好嫌,美醜などの差異を区
別 し,認識するという形で,意識の切断機能は発
揮 される。意識の 「切断する」機能は, ロゴス
(理性)の機能 として表現される。 ロゴスを司る
のは 「天なる父」である。ところで, この意識の
持つ切断の機能は,あ まり強力に発揮されると,
「切 り捨てる」「切 り殺す」作用として働 く。「天
なる父」は,羊の群の中に一匹でも悪い羊がいる
と,その群は良 くないという理由でその群の羊を
全て殺 してしまったりする。悪徳と堕落の街であ
るソドムとゴモラが天罰により滅びたりするのも
その例である。これに対 してエロス (愛)は,む
しろ 「つなぐ」「結びつける」機能である。前者
は男性的機能とされ,後者は女性的機能とされる
が, もちろん必ずしも現実の性役割と一致すると
は限らない。
ところで,A君はナイフを左手に持っている。
左は一般に無意識を表 し,左手は意識が知 らない
うちに行動する。左手のすることを右手 (意識)
は知 らないのである。この結果A君自身がそのつ
もりがないのに, とおりすがりの人々を傷つけて
しまうということが起こる。あまりに鋭い切断能
力を発揮すること一例えば他人を評価すること,
批半Jすることなどはすべてこれにあたる―は,往々
にして他人を傷つけてしまう。この問題は, ロゴ
スの機能をたまたま他人より発達させている子供
にとって,学校という集団生活適応にしばしば問
題をもたらす。
日本の文化的集合的意識は,物事を厳 しく明確
にして行 く態度を,表面上は推奨するように見え
て,実 は排除 しようとする傾向が極めて強い。
「事を荒立てない配慮」や,「他人の欠点をあえて
指摘 しない配慮」などが集団の中では要求され,
理屈っぽすぎる態度や他人に容赦のない態度をと
る子供は集団から浮き上がってしまう。ある時期
にこの事に気が付いた子供は,自分の本来の性向
である,区別する力を無理に抑えるか隠すことに
よって集団に適応 しようとする。これが, この夢
の中でA君がしようとしていることである。カッ
ターナイフの刃をひっこませることによって,す
なわち自身の能力を隠すことによって, この問題
は回避されるように見える。 しか し,A君にはそ
れはできないのである。なぜなら,それでは自分
自身の本性を殺すことになるからである。
おそらく,学校という場は,A君にこの葛藤に
直面することを迫る場なのである。それがあまり
にも重い,解決不可能な葛藤なので,A君は学校
へ行けないのであろう。A君は, この解決不能の
葛藤の解決を,直接的対人関係の中ではなく,家
に閉じこもることによって一人でやり抜こうとし
ていると考えられるのである。この葛藤はあまり
にも深いので,A君自身はほとんど全くこの問題
を意識化 していなかったと考えられる。 この時点
通過儀礼としての思春期心身症―十二指腸潰瘍を伴う不登校中学生の事例を通じて一
になって初めて,ようやくA君はこの葛藤を夢に
見ることができるようになったのである。 しかし,
結局この葛藤が直接言語化されることはなかった。
A君の魂は, この問題を,身体化とイメージのレ
ベルで解決する道を選択 していたのである。
ところで, この意識の機能としての 「切断」の
テーマを追求する物語として,手塚治虫の 「ブラッ
クジャック」が挙げられる。ブラックジャックの
主人公 「黒男」は,子供の時爆発事故に会い,五
体バラバラとなり,瀕死の状態となるが,医師に
より五体を 「つなぎ合わされる」ことにより,一
命を取り留める。この生い立ちにすでに,身体切
断と再生のテーマが見て取れる。これは,エ ジプ
ト神話におけるオシリスの殺害と再生に等価の物
語である。彼は後に天才的な外科医となるが,医
師免許を取得せずに,アウトローの道を選ぶ。彼
は天才的外科医として, ほとんど奇跡的あるいは
魔術的とも言 うべき 「切断」の能力を発揮 し,他
の医者が救えない患者を次々と手術により救って
いく。
彼の能力は実は 「切断」するとともに 「つなぎ
合わせる」能力なのである。なぜならば,外科医
が患者を救 うためには,「切 り取る」だけではだ
めで,「縫合する」技術を要求されるからである。
しかし,彼は常に葛藤状況におかれることを余儀
なくされる。一つは彼をアウトローとして認めな
い社会がもたらす迫害であるが,彼自身はそのよ
うな社会から離脱 した個 (それは悪人として表現
される)を確立することによってそれに対処する。
しかし, もう一つのさらに根元的な葛藤には,
さすがの彼も抗 し得ない。それは,如何に切断と
縫合の能力を発揮 しようとも,人間の生死の運命
はそれを越えたところにあるという事実が彼にも
たらすものである。この真理は,例えば彼がその
奇跡的な手術の技術を駆使 してようやく治癒せし
めたと思った患者が,何 らかの偶然によりその直
後にあっけなく命を落としてしまうというような
エピソー ドが繰り返されるという形をとって,彼
の前に現れる。その事実に直面 したとき彼はこう
叫ぶ。「それでも私は切るしかないのだ」。この叫
びは,人知を越えた真理 (それは人生における徹
底的な非条理とも言えよう)に直面 し, 自身の限
界を思い知 らされた時に,なお誇りを失わない自
我意識の悲痛な叫びであり,意識的に生きようと
する全ての人々により共感される叫びでもある。
【第23回】 (1月23日)
胃から肛門にかけて痛みが走ることが 1回あっ
た。いらいらすることがある。ソーラーシステム
のセールスマンに無性に腹が立って,鉛筆を折っ
てしまったり本を破いて部屋中に撒き散らしてすっ
きりしたりしたことがある。
腹を立てるなどの攻撃性の発揮が,僅かである
が現実場面に出現 していることが語 られた。 しか
し, この攻撃性は現実場面ではこれ以上行動化さ
れない。これは,A君 の自我機能の強さにもよる
のであろうが, もう一方では,夢,箱庭などのイ
メージの世界での物語が,枠 に守 られながらの進
行 していることが,現実界に多量のエネルギーが
漏れるのを防止 しているのであろう。
夢17f本屋へ行って申をクロウロしていると,漫
画のコーナーに水色の表紙の本があり,手 に取ろ
うとするとロカゞ覚める。
夢lθ f全く同 じ本屋へ行って,黄色と水色の表紙
の自動車の本がある。水色の表紙の本を手に取ろ
うとしたら口が覚めた。
同じテーマの夢が立て続けに見られる場合,そ
れは,現時点で内界中に進行する重大なテーマで
ある可能性が強い。前の夢のメッセージが意識に
十分に把握されない場合,夢は引き続いて同じメッ
セージを送ってくる。夢17,18では, したがって,
18の方がこの夢のテーマをより詳 しく表 している
と思われる。
本は,一般にある程度知性化され,理解可能な
無意識の内容提示であると思われる。A君が手に
取ろうとしている本が自動車関係の本であること
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が,夢 17では明 らかにされていないが,18では
明らかにされている。A君自身の連想では,将来
自動車のデザインをする職業につきたいという希
望が述べられたこともあり,自動車は,彼 にとっ
て自我親和性の高い対象である。さて,自動車と
は一般的には何の象徴であろうか,それは自我に
よって運転されるが, 自我の力よりもずっと強い
エネルギーで自我を目的地に運んでいく乗 り物で
ある。男性が自分の自動車に強い愛着を示す場合,
その自動車は彼のアニマを表 していることがある
ことが報告されている。その場合自動車はまさに
彼の恋人 (愛車)の役目をするわけである。
この夢では, もう一つ,黄色と水色の色の対比
がある。A君自身には, この色に対する個人的な
連想はなかったので, ここでは一般的な拡充を行
うしかない。黄色は一般に太陽の光線,黄金など
の色であり,意識性に関連性を持つ。それに対 し
て,水色はもちろん,水,青空等を通 じて,どち
らかといえば無意識性に関連を持つ。A君は,夢
の中では水色,無意識の表紙を持った本を選ぼう
としている。 しかし, この内容を意識が直接読み
とる (明確なイメージとしてメッセージを受け取
る)こ とはここではまだできなかったということ
になる。
【第24回】 (2月1日)
前回帰宅後痛みがあった。夢は覚えていない。
イライラしている時など,自分で空気を飲み込ん
でげっぷをしているのに気づくことがある。やめ
ようと思ってもなかなかやめられない。それが気
になって他のことに集中できないことがある。と
ころで,ど こが悪いんですか。胃ですか。十二指
腸ですか。
呑気症 (aerOphagia)についての自覚が報告さ
れた。この病態はス トレス状況下にしばしば認め
られるとされるが,通常その過程は意識されない
ものである。一般には,げ っぷや腹部膨満やガス
による腹痛により自覚症状となる。呑気そのもの
が意識化されるのは極めて珍 しい。A君の以前か
らの自覚症状の一つである腹痛は, この呑気の結
果であった可能性がある。一般に,それまで無意
識的に行われていた症状のプロセスが意識化され
た場合,一過性に 「気になる」状況となり,不快
感が増大する。 しかし,それは慢性化 した症状が
消失 していく途中経過として表れることもある。
A君の場合, この今まで潜在意識 レベルで行われ
ていた動作 (呑気)が意識化されたのは,意識と
身体の関係が今までよりも接近 しつつあることを
反映しているのではないかと想像される。それは,
この訴えがこの回のみで,以後は消失 しているこ
とからも類推される。
箱庭′4rキリス トにす力ゞる動物達
これは極めて印象
的な作品である。箱
庭 は縦に使われてい
る。奥の申央に十字
架に架 けられたキ リ
ス トの象がおかれ,
その両脇に,左 に大
きなフイ 右には背の高い柱時計がおかれている。
キグス トの像に向かって左′こは5人の楽団員が斜
めに一/1Jに並んで,音楽を演奏 している。キリス
トの像の正面から右手にかけて, 5匹の動物 (蜘
珠,甲虫,鯛牛,断暢,バ ッタ'がキ リス トの像
に祈りを捧げるかのように配置されている。
A君の家庭はクリスチャンではなく, もちろん
キリス ト教的な素養はA君には全 く無い。
箱庭には,時折宗教的象徴が用いられるが, こ
の作品におけるそれはまことに印象的である。十
字架に架けられたキリス トの像は,キ リス ト教の
シンボルとしては, 自己犠牲による世界の救済の
象徴である。それは,人間の魂における精神と肉
体の分裂を癒 し,死と再生の過程を経て肉体を精
神の中に再統合する。十字架の背後に,釈迦三尊
の脇侍のように両脇に並ぶのは, フグと時計であ
る。フグは水の中に住む物,巨大な腹部を持つ球
形の魚,魚の飲み込む性質などから,無意識的な
通過儀礼としての思春期心身症―十二指腸潰瘍を伴う不登校中学生の事例を通じて-      35
太母的な性質を表すように思われる。大きな古時
計は,まさに時を刻む物としてのクロノス (ゼウ
スの父であり,ゼウスによって殺される巨人)を
連想させる。それは父の父であり,元型的な父性
を表現するのに適切である。また,「大きなのっ
ぽの古時計,お じいさんの時計」という有名な歌
からも,オール ドヮイズマン (老賢者)を連想さ
せる。
さて,キ リストが十字架上で処刑されたときに,
その両脇で 2名の罪人が同時に処刑されている。
キリス トを中心とした3者は,中央のキリス トの
象徴によって,両脇の二項対立が統合され,救済
された姿のイメージとして理解 しうる。仏教にお
いても,釈迦や如来の像は多くの場合両脇時を伴っ
ている。例えば法隆寺の釈迦三尊では, 日光,月
光菩薩であり, こでも脇侍に太陽と月という対
立する要素が割り当てられている。 しかし,仏教
では,脇侍は中心存在である仏の弟子や協力者で
あるのに対 して,キ リストでは両者は罪人である。
つまり, こでは人間の本質的な二項対立が 「罪」
としてとらえられている。ここでは, フグーさか
な一無意識―肉体―女性性―魔女―太母―アニマ
と,時計一時―意識―精神―男性性―仙人一老賢
人一自己の二項対立が,いずれも罪人として十字
架にかけられ,その罪をキリス トが自己犠牲によ
り救済するという構図になっている。このような
十字架を中心においた宗教的イメージが,基本的
に無宗教である日本の中学生のこころの中に,全
く意識的な誘導なしに出現 してくることは驚くべ
きことであろう。
このキリストの像を中心として,前方に展開す
るのは,五人と楽団員と五匹の動物である。これ
ら五匹の動物はいずれもかなり下等生物であり,
人間にとって根元的な本能的側面を表 しているよ
うに思われる。またこれらの動物の配置から見る
と,甲虫,過牛,晰暢,バ ッタの四匹の組み合わ
せが,キ リス トの像の近 くに置かれ,蜘蛛は少 し
離れて背後からそれら全体を見守っているように
も見える。蜘蛛は言うまでもなく,運命の糸を吐
き出し織りあげて,曼陀羅的な巣を構成する,典
型的な太母の象徴である。全ての根元であり,全
ての運命を司る無意識の総体,それが太母である。
太母から意識が分離 し,自律的な成長を開始する
時,そこに色々な神話的物語が生成する。ノイマ
ンによれば, この中で特に重要なものは,天地創
造の神話と,英雄の神話であるめ。この両者は,
特にキリス ト教文化圏における自我意識の発達の
元型的な基盤として,重要な役割を果たす。 しか
し, 日本においては,自我意識の発達にこれらの
神話を当てはめることには問題があるという意見
が優勢であった。 しかし, この箱庭に示されるイ
メージは,欧米, 日本の文化的差異を越えるもの
ではないだろうか。
一なる太母から根元的な四者性が生 じる。これ
は,例えば中国神話において,世界の四方を守護
する四匹の神話的な動物 (亀,鳥,龍,虎),あ
るいは仏の住む王城の四方を守護する四天王など
によって表現される。また,キ リス ト教の伝統で
は,エデンの園から流れ出る4つの川によって表
現される。この箱庭では,過牛,バ ッタ,晰暢,
甲虫によって表現されている。 しかし,無意識か
ら意識が分離する時,天と地の解離が起こり, こ
れによって世界の全てが陰と陽の二項対立に引き
裂かれる。二項対立は次々に分裂を生み出し,そ
の解離が頂点に達 したとき,世界には再び太極に
戻るための統合のエネルギーが出現する。その分
裂の統合,世界の救済の物語には,種々の形があ
り得る。神の子キリス トの死と再生の物語はその
一つのバ リエーションである。この箱庭では, 日
本の無宗教背景で育った一人の中学生の内界にお
いて,キ リス トの救済の物語が選択されている。
この箱庭の中でA君の自我はどこにいるか?A
君自身の説明によれば,彼は五人の楽団員の中心
にいるラッパを吹いているピエロであるという。
A君は,箱庭のシリーズにおいて,一貫 して自我
の象徴としてピエロを用いて来た。この箱庭にお
いて五人の楽団員は,おそらく情緒性に深い関係
がある。自我にとって危険な無意識の本能的な力,
さらに元型的な精神性によってもたらせる,過剰
な切断する力, この両者による自我の分裂の危険
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を統合するドラマの進行を見守る自我意識は,ユー
モアと情緒性,それとトリックスター性を表すピ
エロの形態をとるのが最も適切なのであろう。五
匹の動物と五人の楽団員の対比は,本能的なエネ
ルギーの人間的な昇率を思わせる。それら,全て
の要素を統合する中心は, ここでは十字架に架け
られたキリス トであった。
【第25回】 (2月13日)
まあまあの調子である。
夢19r近所の人など大勢の人と一緒にバスに乗 っ
てどこか遠 くに来ている。山の申に白い洋風の建
物があり,中 へ八 って行 くと, 3等身で丸顔の漫
画の人物のような男力れ てヽ,申へ入るなと言われ,
道い出されてしまう。再びバスに乗 って走 って行
くと,建造申の鉄骨の橋がある。そこを週ぎると,
ガラス張りの浴場がある。その前に,男 と,髪の
長い女が立 っている。男が 「勲すぎるから,水 を
かけよう」 と言う。女が中に入 り,水 を汲んで湯
7atに注いでいる。また先に進むと, レス トランの
ショーケースがあり,中 を開 くと模型ではなく本
物の料理が出てくる。食べようとすると,先 ほど
の男女が近づいてくる。 まずいと思い,あ たりを
散らか してごまか し,逃 げようとする。するとそ
こへ外から自衛隊の集団がやって来て,建物の中
に入 っていく。それを見ているうちに, いつのま
にカザトは,′々ごなっている。外へ出るとひとりぼっ
ちである。歩いていくと,何か声功 聞ゞ こえ, そち
ら′ご公民館のような建物がある。戸を開 くと,知
らない人ばかりである。戸を閉めてまた歩いて行
くと,近所のおばさんの声が して,家 は向こうだ
と思 う。さらに行くと,さっきまでバスで一緒だっ
た人達が集まっている。 いつのまにか昼で,ノ′Iの
frJである。なぜか僕′ま大 きなコーヒーの瓶に,自
い日まりの人 った物を三つ渡され, どちらにしよ
うか迷っているうちにロカド覚めた。不思議な夢だっ
た。
面接経過中に報告されたうちで,最 も長い夢で
ある。A君の内界における旅の顛末が, この夢の
中に表現されていると思われる。さまざまな象徴
が,この夢の中には出現するが,必ずしも全てが
明らかではない。ここでは,長い夢をいくつかの
部分に区切りながら考察を進めよう。
<近所の人など｀大勢の人 と一緒にバスに乗 ってど
こか遠 くに来ている>
典型的な旅のテーマである。A君の自我はバス
に乗って旅をしている。バスは集合的な乗り物で
あるが,鉄道とは違って定められたレールの上を
走っているわけではない。近所の人達はA君の内
界無意識の住人達で,個人的無意識の諸要素が人
格化されたものと解釈できる。この旅は遥か遠 く
までA君の自我を運び,何 らかの体験を自我にさ
せる。旅の目的はイニシエーションであろう。
<山の申に自い洋風の建物があり,中へ入 って行
くと, θ等身で丸顔の漫画の人物のような男がい
て,中へ入るなと言われ,道 い出されてしまう>
第一の目的地は山の中の白い洋風の建物である。
山の中は,普段自我意識が生活する世界とは違っ
た世界 (異界)である。山の中を異界と考えるこ
とは柳田国男の神隠し論などにも見られるように,
民俗学的には広く認められている。その山の中に,
白い洋風の建物がある。ここは日本の山里ではな
い。むしろ西洋的な異界である。現代の若者の内
界には, このような西洋的な異界が自然発生的に
出現しているのではないだろうか。建物の白さは,
純粋さ,無垢さなどを連想させる。ここに住んで
いるのは年齢に不相応な幼児のような体型をした
漫画のような人物である。この人物は,以前の夢
に登場 した,「クレヨンしんちゃんのしんのすけ」
を連想させる。この戯画化された人物は,A君の
内界に住む,幼児性を象徴するように思われる。
汚れのない幼児は,錬金術に見られる重要な概念
であるが, こでは, 自我の成長を妨害する否定
的な側面が現れているように思われる。この永遠
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の幼児元型と同一化すると,自我はいつになって
も成熟することができず,年を経るにつれ,実際
の年齢と精神年齢とのギャップに悩むことになる。
この辺の事情はフォン・フランツの 「永遠の少年」
Dに詳 しい。 この夢では, この汚れ無き幼児性
を持つ人物は,一行を家の中に入れない。これは,
この旅が自我の成熟のためのイニシエーションの
旅であれば,納得のいくことである。
<再びバスに乗 って走 って行 くと,建造申の鉄骨
の鵜渤 あゞる>
次の目的地に至る途中に,建造中の橋がある。
橋は,意識と無意識,あるいは異なった無意識同
士をつなぐ機能をもったものである。橋が建造中
であるということは, この 「つなぐ」税賄ヒが,現
在発展中であるということになる。鉄骨の橋であ
るから,まだ完成はしていないが,骨組みはじっ
かりしており,丈夫な橋になるものと思われる。
この橋を通って,バスはさらに無意識の奥地へと
進むことができる。この領域は,おそらく以前に
は意識と交通を持つことができなかった領域であ
ろう。
<そこを過ぎると,ガ ラス張 りの浴場がある。そ
の前′ご,男 と,髪 の長 い女が立 っている。男が
「熱すぎるか ら,水 をかけよう」 と言う。女が申
に入 り,水を汲んで湯船に注いでいる>
無意識のさらに奥へ進むと,そ こにガラス張り
の浴場が現れる。浴場は,湯を満たした容器であ
り,人は通常服を脱いでその中へ入り,湯に浸る。
日本では一般的な温泉,公衆浴場は,一般に大勢
の人が同時に湯の中に入り,時には男女混浴であ
ることさえある。水または湯に身体を浸すことは,
キリス ト教の洗礼の儀式などに見られるように,
魂を変容させる一種のイニシエーションの儀式で
ある。浴場は,自我意識が,服 (ペルソナ)を脱
ぎ捨てて,生まれたままの姿で,多 くの無意識的
人格と一緒に湯に浸かることによって,人格の変
容,統合が行われる場所を表すと思われる。
浴場がガラス張りであるのはどういうことであ
ろうか。ガラスは光を通すが,ガラスで隔てられ
ている物には触れることができない。すなわち,
ガラス張りの容器ははそれを通 して見ることはで
きるが,中の物を感 じることはできない。A君は
夢の中では結局このガラス張りの浴槽の中には入っ
ていないので,湯の熱さには触れていない。A君
が中学三年生という思春期の年齢であることを考
えると,湯船の熱さと性的な衝動を結びつけて考
えることもあながち見当はずれとはいえない。ガ
ラスを通 してしか,自身の性的エネルギーを感 じ
ていないのが,A君の特徴であり,問題であるの
かも知れない。
ガラス張りの浴槽の前に立つ男女は,A君より
は年上の成熟 した男女であることから,A君の内
界で将来的に発達する男性性,女性性の先取りの
イメージかも知れない。髪の長い女性は,少女の
時期を脱 した成熟 した女性イメージであるし,髪
の長さは豊富な生命エネルギーの表現とも考えら
れる。男性が 「湯が熱すぎる」と言い,女性が中
へ入る。この浴場へ入れるのは女性性を通 じての
みである。湯が熱すぎるというのは, この場合,
無意識のエネルギーが性的な熱情によって熱 くな
りすぎているのかも知れない。以前の夢での鼻血
のエピソー ドを思い出す。水で冷やす,水をかけ
る,水をさす,などの表現は,熱中,熱情,感情
移入などが強くなりすぎたときにそれを抑制する
表現である。
<また先に進むと, レス トランのショーケースが
あり,申を開 くと模型で′まなく本物の料理が出て
くる>
次に現れるのはレス トランのショーケースであ
る。このショーケースはやはリガラス張りである。
ここでは先ほどのガラス張りの浴槽と類似の象徴
であると思われる。ガラス張りのショーケースは,
ガラスを破るか,戸を開かない限り,中の物に触
れることができない。 しかも,一般にショーケー
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ス中身は本物の料理と形はそっくりであるが,実
は食べることのできない造り物である。ところが,
この夢では,ガラス戸を開けるとなんと本物の料
理が出てくる。料理 (食べ物)はまさに摂取する
ことによって,身体に栄養をもたらすものである。
一般に,食物,愛情,性的結合などは,象徴的に
はしばしば共通のものを表す。女性の食行動異常
における,食べる行為や食物が, しばしば愛情摂
取のメタファーとして理解することができるのも
このことによると思われる。いずれにせよ,A君
は, こでガラスケースを開いて,真の栄養源に
触れることができた。これは,重要な体験である。
<食べようとすると,先ほどの男女が近づいてく
る。まずいと′思い,あたりを散らか してごまか し,
逃げようとする>
せっかくの真の栄養を摂取 しようとしたとたん,
邪魔が入る。 これは,例えば,女性と結ばれよう
とするところへ,誰か (男性の場合,母親である
ことが多い)が邪魔に入るというようなパターン
に似ている。後者の場合,せっかくの意識と無意
識の結合を妨げようとするのは,母親コンプレッ
クスである。今回の場合は,「他人の物を勝手に
食べてはいけない」という道徳心,あるいは 「悪
いことをしているところを他人に見られてはいけ
ない」という羞恥心が,せっかくのチャンスの邪
魔をする。 もし,夢の中でその料理を食べたとし
ても,近づいてきた男女に叱られるとは限らない
のである。あたりをちらかしてごまかして逃げる
ところに,A君の自我の現時点における限界が現
れている。時には堂々と宝物を盗んで味わう態度
が必要であるようにも思われる。
くするとそこへ外から自衛隊の集団がやって来て,
建物の中に入 っていく。それを見ているうちに,
いつのまにか外′ま夜になっている。外へ出るとひ
とりぼっちである>
ここで,突如として外から自衛隊の集団が現れ,
A君が傍観する前を通り過ぎてレス トランの中に
入って行 く。ここでは,集団と個との関係という
重要な問題が眼前に現れている。自衛隊は現代の
日本における唯一の軍隊規律を持った集団である。
軍隊は集合性の象徴として, もっとも極端かつ典
型的なものであろう。軍隊においては,個々の構
成員の個性は抹殺され,集団規範に完全に従うこ
とが要請される。ここでは,個性化の対極にある
集合性が, 自衛隊という形で出現 していると考え
られる。日本における学校生活は,極めて集合的
であるという点を指摘 しておかなければならない。
これは,特に小学校よりも中学生活において頂点
に達するのではないだろうか。一般に公立の小学
校では制服はないが,中学校ではどこでも黒一色
の学生服である。外国人の目から見ると, この年
代の少年達が黒一色の詰め襟の学生服に身を包ん
で集団で行動する姿は,まるで軍隊か刑務所の囚
人達を連想させるという。日本の中学校生活とは,
個性を抹殺 し,個々のペルソナを集団に同一化さ
せる典型的な集合的心性の世界である。そこで,
このような集団生活への適応という問題が,A君
にとってどういう意味を持つかについては,慎重
な考察が必要である。
中学生における不登校の少なくともある部分は,
集団への適応性の問題として理解することが可能
である。自我の発達段階から考えると,第二次性
徴期である思春期は,子供から青年への移行期で
あると考えられる。日本文化のコンテクス トにお
いて, この時期の子供から青年への移行は,同時
に集団的社会の構成員へと移行する時期でもあっ
た。民俗学的考察によれば, この時期,子供から
青年への移行のための通過儀礼として,社会はさ
まざまの儀式や民俗行事を用意 していた。 しかし,
現代においてはこれらの民族的な通過儀礼の儀式
はほとんど失われるか,あるいは形式化されて本
来的な意味を失ってしまった。代わりに, この時
期に,一般的に越えなければならないハー ドルは
受験である。 しかし,受験が通過儀礼的な意味を
担うことはほとんどの場合困難であろう。
大塚は,その著書2つの中で,現代の通過儀礼に
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は,個人が成熟 した個人へと移行するという側面
と,個人が集団の構成員の中へ移行するという側
面の両面を有することを指摘 している。現代では,
通過儀礼の参入者を帰属せじめるムラ社会が崩壊
しているために,集団への通過儀礼が遂行される
ことが極めて困難になっている。 しかし,同時に
成熟 した個人へのイニシエーションは, 日本では
前例が少ないため, これもまた困難をきわめる。
この夢の中で,A君は,集合的なイメージの人
格化された集団である自衛隊には参加せず,一人
で夜の戸外へと出ていく。現時点で,A君のとっ
ている行動は, 日本人の児童の多くが,個人的な
意識を発達させることなく集合的な意識に身をゆ
だねることにより,社会へのイニシエーションを
通過 しようとするのに対 し,そこからはずれて個
人的な道を歩き遠そうという態度の反映であるの
かもしれない。その道は,真っ暗な夜の道を一人
で歩き続けるような道になるであろう。
<歩いていくと,何か声が聞こえ,そちらに公民
館のような建物がある。戸を開 くと,知 らない人
ばかりである>
個性化の道は孤独な道行きである。 しかし,自
我は途中で色々な無意識の人格に出会い,それと
の交流を通 して次第に力を蓄えていく。この過程
は無意識の意識化の過程である。A君は途中で声
に誘われ,ある建物に入るが,それは見知らぬ人々
の集まりであり,現時点では交流することができ
ない。これらの見知 らぬ人々は,A君の心の深層
に生息 している無意識的人格であり,それぞれが
自律的な活動を営んでいる。将来いつの日か, こ
れらの人格とも交流できる日が来るのかもしれな
いが,今はまだその時ではなさそうである。
<戸を閉めてまた歩いて行 くと,近所のおばさん
の声が して,家は向こうだと思 う。さらに行 くと,
さっきまでバスです緒だつた人達が集まっている>
A君は暗い夜道を歩きながら,近所のおばさん
の声を聞 く。日常の世界への帰路の方向がここに
示される。夢の中で,自我意識が異界への旅を経
験することはままある。異界は自己 (セルフ)の
支配する領域であり,魂 (アニマ)が跳梁する領
域でもある。この異界での経験は,それまでの自
我の構造をいったん解体 し,自我の変容をもたら
す。 しかし, この自我の変容が現実生活に結びつ
けられるためには,自我は異界から無事に戻って
こなくてはならない。 この異界への旅は,ダ ンテ
の地獄降りに比べられる体験である。
かって,筆者が治療 した大学生"は,夢の中で
聖なる力の支配する異界へと旅 し,そこで,自魔
女をその長とする集団に迎えられ,大きな釜に煮
え立つ熱湯の水面に映る自己像を見せられるとい
う神秘的な体験をした。その経験の直後から,彼
が苦 しめられていた妄想的な身体症状への固着は
著 しく軽減 した。 しかし,彼が現実生活へのそれ
なりの適応を取りもどすまでには,その後長期間
にわたる,異界からの帰還の過程の夢を繰 り返 し
体験する必要があった。
A君はこの夢の中での街往の末に,ようやく日
常的な人々との接触を取 り戻すのである。公民館
の中にいた見知 らぬ人々は,まだ意識が交流でき
ない普遍的なレベルの無意識の要素を表 しており,
ここで再び合流 した近所の顔見知りの人々は,A
君の個人的無意識 レベルの要素を表 していると考
えることができる。個人的無意識 レベルの変容が
起こるためには,さ らに深い普遍的無意識 レベル
(異界)での体験を自我がなんらかの形で経験と
して受けとめる必要があると思われる。
<いつのまにか昼で,ノ′のFIJである>
ここではいつのまにか昼になっている。夜は意
識水準の低下を示 し, 自我の旅という暗喩で表現
すれば,深い無意識へと自我が下降 している状態
である。ここで初めて自我は昼の世界,現実の世
界の意識 レベルヘと復帰 したのである。戻ってみ
るとそこには川がある。A君は川の岸に立ってい
る。サ||はこれから渡らなければならない, こちら
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側とあちら側の境界を意味する。ここがちょうど,
通過儀礼の終着点であり同時に出発点なのである。
ここで,A君は川のこちら側に居て, これから川
を渡ろうとしているのであろうか。それとも,暗
い夜を歩き続けることによって,川の底を通って,
あちら側の岸にたどり着いたところなのであろう
か?この夢ではそれははっきりしない。
くなぜか僕は大 きなコーと―の瓶に,自 い固まり
のス った物を三つ渡され, どちらにしようか迷 っ
ているうちに口が覚めた。不′思議な夢だった>
ここで,A君は不思議な二つの物を示され, ど
ちらかを選ばなければならない。 ビンの中の白い
固まりは,夢14において,スーパーの中から持ち
出そうとした洗剤のボ トルを思い出させる。容器
の中の白い固まり (粉末かも知れない)も何を表
すのかはっきりしない。一つの可能性は,ガラス
の容器の中に入った白い結晶として,A君のセル
フの可能性を表すと考えることができる。つまり,
ビンは錬金術の容器であり,中の結晶は賢者の石,
万能薬エリクサー,あるいはその原料 (プリマ ・
マテリア)である。そうすると, こで渡された
ものは,A君の個性化の可能性ということになる。
しかし,それが二つ一組であるというのはどうい
うことなのだろうか?つまり,A君の個性化の象
徴は,微妙に二つに分裂 しているのである。A君
はその二つのうちどちらかを選ばなければならな
い状況にある。この個性化の二つの局面について
は, この夢からははっきりしたことは何 も分から
ない。 しか し,その二つは,はっきりと見分ける
ことが難 しいほど良 く似たものである。
この二つの良 く似たものというテーマから,双
子のテーマを連想することは,必ず しも不自然で
はないであろう。双子のテーマは,神話,伝説に
非常にしばしば認められる。双子座の神話のカス
トールとポルックスは,自鳥に姿を変えたゼウス
と交わったレダの卵から生まれた双子の兄弟であ
るが,ゼウスを父とするポルックスは不死である
のに対 して,カス トールは人間を父としており,
死すべき運命を持っている。,二人は協力して色々
な英雄的冒険をするが,最後にカス トー ルは死に,
不死のポルックスは双子の兄弟の死を嘆き悲 じむ。
これを哀れに思ったゼウスは,二人を一緒に天空
の星座とすることにより,双子に永遠の命を与え
るのであるlin。
元型は,それ自体を体験する事 も把握すること
もできないが,元型的なイメージが意識化される
とき, もともと元型が内包 している二律背反性が,
相いれない矛盾 したものとして,意識には認識さ
れるようになる。例えば,永遠の少年の元型は,
それ自体は本来良い物でも悪い物でもないが,そ
れが意識化される過程で,分裂 し,一方は全能で
創造性に満ちた神的な少年イメージとなり, もう
一方は幼児的で成長することなくいつまでも幼稚
な無能な子供イメージに留まる。意識の成長の過
程において,分裂 した双子イメージの一方が死ぬ
ことは,おそらく避けられないことなのであろう。
このような例は,メソポタミア神話におけるギル
ガメシュとエンキ ドウなど,枚挙にいとまがな
い19)。
萩尾望都の初期の作品の中で, この双子の少年
の一方の死のテーマは極めて魅力的に描かれてい
る。短編である 「11月のギムナジウム」では,別々
に育ったエーリクとトーマの双子のうち, トーマ
があっけなく死ぬことにより,エーリクは自身の
出生の秘密を知ることになる。ところが,このテー
マを発展させた長編である 「トー マの心臓」では,
トーマは物語の最初にすでに高架橋から身を投げ
て自殺 してしまっている。物語の主人公は,最終
的には トーマの死と,エーリクの愛によって救済
される,黒髪の少年ユリスモールである。 しかし,
ユ リスモールは最終的には神学校へ進み,俗世間
との関係を絶ってしまう。
萩尾望都の別の短編である 「半神」では, この
テーマがさらに深化された形で描かれている。こ
の作品では,主人公はシャムの双子であり,一方
は天真爛漫で,全てを与えられている美 しい少女
であり, もう一方は神経質で醜い少女である。 し
かし,肉体のつながりを切断される手術を受けた
通過儀礼としての思春期心身症―十二指腸潰瘍を伴う不登校中学生の事例を通じて一
後,美 しい少女は,栄養摂取の道を絶たれ,やせ
衰えて餓死 してしまう。今は,栄養豊かな愛 らし
い少女となった,残された片割れは, 自分の半身
の犠牲的な死に深 く涙 し,失われた半身 ・半神を
弔うのである。
足立みつるの人気漫画作品である 「タッチ」で
は,双子の兄弟,達也と和也が主人公である。弟
の和也は,学業 もスポーツも超一流で性格 も一点
の非 もない優等生である。兄である達也はそれに
比べると平凡な存在である。二人の幼なじみの南
は, これも申し分のない美少女であるが,和也と
達也の二人の好意の間で揺れる。 しかし,和也は
甲子園大会の決勝を目前にして,交通事故で急逝
してしまう。 ドラマの詳細は省略するが, この和
也の死によって,達也と南は,それまでの優等性
的な失感情的な生き方から自然な人間性を取り戻
し,成長 していくことが可能になるのである。
双子の片割れの死の物語は,必ずしも単純では
なく,色々なバ リエーションが存在する。これは,
普遍的な無意識層に属する元型的な心的内容が意
識化される時に生 じるドラマが多様であることを
意味する。失われた自らの半身の死を受け入れる
ことができずに,天上の世界へ去って行ったポルッ
クスの物語が,必ず しも我々人間の世界に生きる
ためにぶゝさわしい物語であるとは思われない。そ
れは無意識を人間的な意識に同化することの失敗
の ドラマであるかも知れない。人間界で生き続け
るためには,自らの半身の死を,深い悲しみをもっ
て受け入れることが必要なのかも知れない。A君
が自らの半身とどのような別れをすることになる
のか, この夢はそこまでの ドラマを語ってはいな
い。
箱庭15:音楽会 (2)
穐庭の右手にはオルガンとピアノが置かれてい
る。中央やや手前に′ま大小の楽団員たちが,円形
に配/1Jし,指揮者の指揮のもとに音楽を演奏 して
いる。背後には観客達力ヽ  これもバランス良 〈配
置されている。初回に作られた箱庭にあった樹木
がなくなり,ス物と楽器のみが配置されている。
楽団員 には何人か
の ピエ ロが混 じっ
ている。
情緒性がバ ラン
ス良 く配置された,
落 ちついた感 じの
箱庭である。
【第26回】 (2月22日)
あまり痛 くない。E高校受験が決まっている。
夢は見たが覚えていない。
【第27回】 (3月6日)
寝付きが悪い。朝起きるのが遅い。
夢2θ:近くのスーパーの空き地に自動車が 4台停
まり,男女不明のイ人の人が降 りて来て一drJに並
んでいる。
この夢の意味ははっきりしないが, 4という数
字は全体性を表す,象徴性の高い数字である。以
前の夢にも出てきたスーパーの空き地に,ど こか
らかやってきた4人の男女は,今まで異界に閉じ
こめられていたエネルギーを意識界に再び運んで
きた存在なのかも知れない。そのことを想像させ
るに足る印象的な箱庭をA君はこの回のセッショ
ンで作った。
箱庭′δ:熱帯雨林
穐庭全体に原色の豊かな色彩の植物 果物,石
人物などが泥然と置かれ,中心には一際高 く原色
の植物,花 が積 まれ
ている。 全体の構造
は, 泥然 とは してい
るが, 明らかに中ノじ｀
を持 った曼陀羅構造
である。
今 まで とは全 く異
な った, まるでそれ
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まで伏流となって潜在 していたエネルギーの噴出
を思わせるような強烈な印象の箱庭である。
【第 4期 :帰還の時期】 (#28～#40:X+1
年 3月20日～12月13日)
【第28回】 (3月20日)
E高校に合格 した。卒業式とその練習に出席 し
た。
A君は,通院開始以後,一度も学校へは出席で
きなかった。通常, このような不登校の生徒が卒
業式に出席 しようとする場合,強 い葛藤を通過す
ることが必要とされるのが一般的である。ところ
が,A君 は全 く抵抗なく卒業式に出席 し,喜んで
卒業証書を貰ってきた。いったい, これまでの学
校に対するこだわりはなんだったのだろうと,周
囲をいぶかしく思わせるほどであった。
箱庭f7:メルヘン翁 (じじιリ
海勤薔いっ′ゴι)に,
セルロイ ドで作 ら
れた野菜や果物そ
して卵が雑然 と散
在 している。左手
にはプラスチック
の象,右手には容
器′ご入 った鯨, そして真ん中にはオレンジの上に
直立するカエルの像が置かれている。
オレンジは,全体性の象徴であると同時に,宇
宙卵を思わせ,その上にすっくと立つカエルは,
宇宙卵から生まれたばかりの神的な子供を想像さ
せる。全体に使われている玩具には軽さを感 じる
が,象 (英雄)と鯨 (太母)の対立から生 じる新
生 した第 3の存在が表現されている。
【第29回】 (4月3日)
3月31日に上部消化管内視鏡検査を施行。十二
指腸潰瘍は完全に治癒 していることが確認された。
春休みはのんびりすごしている。
一般に,十二指腸潰瘍は薬物治療により,90%
以上が治癒するのであるが,前述のとおり,A君
のそれは難治性であった。一般に, このような場
合,投薬を中止すると,潰瘍は高率に再発する。
しかし,A君 は, この後投薬を全 く中止 したので
あるが,潰瘍が再発することはなかった。近年,
十二指腸潰瘍患者の胃にはヘリコバクターピロリ
と呼ばれる細菌が感染 しており, これを除菌 しな
いと再発することが分かってきた。A君の場合,
この細菌感染があったかどうかは,検索 していな
いので分からない。 しかし,除菌をしていないに
もかかわらず,投薬なしで再発 しないということ
は,A君 の潰瘍が, この細菌の感染だけでは説明
できないことを示唆 している。
【第30回】 (4月19日)
高校に通いだした。たまに腹痛があるが,まあ
まあである。
中学時代,卒業式以外は一日も登校できなかっ
たにもかかわらず,A君 は高校に通いだしてから
一日も欠席することはなかった。これは驚異的な
ことであるように,筆者には感 じられた。
夢21′
お り,
いる。
夜,照明の下に黒いライトバンが停まって
後ろの ドアカゞ開いていて,黒尽 くめの人が
はっきりしない夢だった。
確かにはっきりしない夢であるが,前回の4人
の男女の夢の続きかもしれない。どこからか何か
を運んできた者たちは,意識と無意識の境日の照
明の下にたたずんでいる。
【第31回】 (5月1日)
たまに下痢,胃痛がある。授業中は眠い。 クラ
ブはバ ドミントンをしている。
【第32回】 (5月15日)
変わり無い。時々痛みがあるが普通にやってい
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る。
夢″ r家の三階で寝ている。電話の親機を持 って
おり,寝ながら受話器を耳に当てていると,若 い
女の声で 「そちらに汀合さんはいらっしゃいます
か ?」と言う。「いません」 と答えると,「そうで
すか。近 くにいるはずなんですがねえ」 と言う。
「どなたですか ?」と尋ねると,「オウムです」 と
言う。それ同時にスピーカーか ら, サスペンス ド
ラマで秘密が漏れた時に流れるような音楽が大き
な音で流れ出す。この時,とでも怖い感 じがする。
音楽が終わると,「これでオウムの宣伝を終わり
ます」 という声力端 器から流れてぷつりと切れ
る。
A君は、 この夢の連想として、「河合という名
前には全く覚えがない。オウムは麻原の顔が嫌い。
音楽が流れた時の雰囲気はとても怖 く, もう見た
くない夢」と語った。
電話の通信線はもちろん,A君の無意識とつな
がっている。「オウム」を名乗 った女性は,普遍
的無意識 レベルの異界の住人であろう。意識が十
分な強さを持たずに,このレベルの要素とつながっ
て しまうと,無意識内容 (元型)に 自我が憑依
(possessiOn)されて しまい,オ ウム信者のような
とんでもない行動をとってしまう可能性がある。
したがって, この怖さの感情は正 しいのである。
ここで,A君の初回夢で,何者かに追いかけられ
ながら,A君の夢自我がなんら恐怖を感 じていな
かったことが思い出される。正常な怖さ=ヌミナ
スなものに対する畏れの感覚をA君は取り戻 した
のである。これは,おそらくA君がここまで,異
界の旅を,夢や箱庭のイメージを通 じて体験 した
ことと,無関係ではないだろう。異界の体験を自
身の体験 としてきちんと受けとめたか らこそ,
「オウムの宣伝」は終わりを告げたのである。無
意識の侵入にわけもなく脅かされる危険から, と
りあえずA君は遠ざかることが可能になった。と
ころで, この 「河合さん」とは何者だったのだろ
うか?A君に確認 してみたが,A君は 「河合」と
いう人に全 く心あたりはなく,筆者がもしやと思
い尋ねてみた,「河合隼雄」氏の名前をA君は知
らなかった。 しか し,筆 者は, A君の無意識は
「河合隼雄」氏がそばにいるのを感 じとっていた
のではないかなどと想像 してみるのである。
【第33回】 (5月29日)
腹痛なし。学校は行っている。中学の時はバレー
部だったが嫌いだった。今はバレーが好きになっ
た。数学も嫌いだったが好きになった。
中学校のバ レーボール活動は,「しなければな
らない」義務であった。 しかし,高校でのバレー
ボールは,「したいからする」遊びである。数学
も同様である。義務は生命力を枯渇させせ,遊び
は生命力を誘発する。
箱庭′θ:落ちついた部屋。
おちついた雰囲気の結庭
である。穐庭 は部屋を表易
しており,家具や人物がバ
ランスよく配置されている。
背面にはいくつかの家具に
混 じって大 きな時計 も置か
れている。円形のテープル
のまわりには4人の人。
以前の劇的な箱庭からみると,見ている者にも
ほっとした安心感を感 じさせる。
【第34回】 (6月14日)
学校で困っていることはなし。同級生の女の子
とつきあいだした。今後月一回の来院とする。
夢"rム ロイシグル (女優)が本を書いたらしい。
新聞広告が載 っている。顔写真が載 っており,タ
イ トルは 「仏ゴ または ヽ ヽ という字がス ってい
るがよく覚えていない。よく見ると広告の中には
とでもたくさんの本が載 っており,それは全てム
ロイシグルが書いたものであるらしい。
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ムロイシゲルは演技派の女優。おそらくはA君
のアニマ (無意識の中の魂)を表すと思われる。
彼女は女優であると同時に,作家でもある。彼女
は無意識の創造力を具現 しているようだ。「仏」
と 「犯」は,確かに字の形が似ている。それ以上
に, この二つの漢字の意味が興味深い。筆者の連
想は,親鸞の観音堂の夢である。親鸞の夢に出現
した観音 (アニマ)は,親鸞に女犯を許すととも
に,「自らが犯されることによって,親鸞の魂を
地獄落ちから救済する」と告げる。アニマの自己
犠牲による男性の魂の救済のドラマは,ワーグナー
のタンホイザーなどにもみられるテーマである。
この ドラマは男性側からみれば,アニマの二面性,
精神性 (エリザベー ト:純潔)と肉体性 (ヴェヌ
ス :官能)を統合するドラマである。 しかも救済
は精神的なアニマの自己犠牲によって成就 し,得
られる第二のものは,芽吹 くはずのない杖が緑の
新芽を芽吹くこと,文字どおり生命の新生である。
現実生活において,A君 が (おそらく生まれて初
めて)女の子と付き合いはじめた (あるいはつき
あうことができるようになった)ということとは,
おそらくこの生命の息吹と共時性を有する現象で
あろう。
【第35回】 (7月12日)
たまに胃痛がある。学校の満足度は80%。
夢〃 :自分と友人二人がエスカレーターを降 りる。
上から友人二人,知 らない男の人,自分, その下
に黒い服の女の人がいる。知 らない男の人力ヽ エ
スカレーターに足をかけて停めて,「逃げろ」 と
言う。男と,黒 い服の女と自分とで逃成 階段の
上で友人′ご会いフ肛 直に言った方がいいかな?」
と友人′ご言っている。そば′ご担任の先生 もいて,
話をしたら 「うんうん」 と聞いてくれた。友人と
先生′まいつのまにかいなくなり,自分はデパート
の中にいて,今からランニングがあるというので,
Tシャツとシューズを買おうとする。真 っ自のT
シャッを探すハ 無 くてシューズを買いに行 くと,
マラソン大会が始まりそうになり,蕉 りながら目
を覚ました。
高校へ通うようになって,現実生活でA君がど
のような毎日を送っているかは詳 しく語 られてい
ない。現実生活の体験が,夢の内容にどのくらい
影響を与えているかは,は っきりしない。下降す
るエスカレーターは,意識の無意識界への降下を
思わせる。それを先導するのは,黒 い服の女性で
ある。この女性はアニマであろう。一種の地獄下
りかも知れないし,身体性への接近かも知れない。
しかし,今回は男性がそれにストップをかける。
夢の後半では, これからマラソン大会があるので
準備をするという状況になる。このシリーズの最
初の方から,マ ラソン=走る, というテーマが夢
に頻出していることを思い出させる。マラソンは
人生そのものの優れた比喩である。A君は,無意
識への下降ではなく,屋外でのマラソンを再開し
ようとしている。おそらくこれは,現実生活に密
着 したレースになるだろう。これからの人生にお
いて, もはや真っ白なシャツ=純粋で純潔なペル
ソナ (現実や他者への外向きの態度)だ けを着て
いる, ということはもうできないのである。純粋
な子供の世界から,A君 はすでに一歩を踏みだそ
うとしている。 しかし,大地を道路を踏みじめる
ためのシューズは手に入れることができた。人生
のマラソンヘの出立の時は迫っている。
【第36回】 (7月26日)
眠たい。ついTVを見てしまう。
夢万 f小学校の教室で,鬼 ごっこの鬼が来る。自
分′ま入 り日の前にいて,鬼は後ろから入ってくる。
自分は前から逃げる。階段を下りで1階へ行き,
先生方の玄関へ行 く。自動 ドアから出ると,砂rrJ
になり, 出たところに道路があり, そこを走ろう
と思 ったら,鬼 で′まない人 (男性)と出会う (つ
かまるり。
状況は小学校の時に戻る。おそらく,A君 の発
達課題への入り口は,小学生の頃に始まっていた
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のだろう。背後から追いかけてくる鬼は,夢 1で
背後から追いかけてきた正体不明な者と同 じであ
ろう。それが,今では,あ くまでも遊びの鬼ごっ
ごの鬼であったことが分かる。背後から追いかけ
てくる者は,それまでは意識に統合されていなかっ
た,無意識である。無意識は,意識の一面性を補
償 し,意識の変容を迫る。意識は,鬼に追われて,
2階から1階へと降りる。大地に一段近づくとと
もに, こころの構造 (建物)か ら外へ出れば,そ
こは外界であり,A君 が生きている現実世界であ
る。そこで出会った鬼は, もはや鬼ではない,単
なる外界の他者である。背後から追いかける者は,
正面から出会ってその正体を見るならば,それは
怖い存在ではない。こうして,A君 は,背後から
追いかけてきた男性と建物の出口で出会ったので
ある。いよいよ,外界へのスター トである。
夢2δ:イヽ学校の鳥小屋の中に自分がいる。池 も近
くにある。その鳥/Jヽ屋からば一っと走 り出 して,
家と小学校を結ぶまっすぐの道を走 って行 く。
上記の夢が,今回の治療で最後に報告されたも
のである。やはり,場面は小学校である。小学校
の鳥小屋が,A君 が閉 じこめられていたところで
ある。鳥は精神を表す。池は,おそらく夢 3で彼
が漂って岸に漂着 した海であり,プ ールでもある
のだろう。ついに彼は,小学校以来閉 じこめられ
ていた,その鳥小屋から飛びだして,ま っすぐな
道をまっしぐらに走り出す。 もう夜ではない。 も
う,背後から追いかけてくるものもない。彼は自
分の意志で, 自分の足で,ためらうことなく,た
だまっすぐに走って行 くのである。
【第37回】 (9月6日)
あまり痛むことも無い。体調 も悪 くない。
【第38回】 (10月11日)
一回だけ痛みがあった。学校の帰りにうどんを
食べる。
【第39回】 (11月15日)
一回だけ痛みがあった。ほどほどでやっていこ
うと思っている。
【第40回】 (12月13日)
症状は全 く無い。困っていることはない。今回
で治療を終結することにする。<一年半通った感
想は?>と尋ねると,「長 くかかったかなあ」 と
答えた。<最初の頃は辛かった?>「今となって
はあまり覚えていない」<通ったかいがあったか
なあ。ためになった?>「はい」<では卒業おめ
でとう !>。
【後日談】
その後,A君 は当院へ受診することはなく,無
事に過ごしているようだった。それから数年たっ
て,筆者は,た またま,地方紙の紙面上に,A君
の写真と名前を見つけた。それは,高校入試の直
前に,受験中学生のために,各高校の生徒代表が
自分の高校の紹介をするという特集であった。A
君は, E高校の代表として,自分の高校の紹介文
を載せていた。その内容は,「僕の高校は, 自分
の希望に合わせて単位が選択できるので,本当に
自分の学びたい勉強を選ぶことができます。とて
も充実 した学校生活がおくれます。ぜひ,受験生
のみなさん,僕の高校へ来てください」というも
のだった。写真のA君はとても元気そうで,少 し
大人びて,た くましくなったように感 じられた。
Ⅳ まとめ
ここまで、A君の治療経過をできるだけ詳 しく
述べてきた。提示 した資料は以下の複数のテクス
トデータを含んでいる。
1)A君と筆者との相互交流場面 (診察室での対
話)における,会話の概要。
2)A君の治療経過についての筆者の観察記録。
3)A君が語った夢の記録 (筆者により想起され
記述されたもの)。
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4)A君が作成 した箱庭の記録 (写真記録から筆
者により記載されたテクス ト)。
5)A君の語った自律訓練法中に体験されたイメー
ジの記録。
6)上記のテクス トから筆者が拡充 ・引用 したテ
クス ト (文献や書籍など)。
7)筆者が考察 した内容のテクス ト。
これらの全てのテクス トデータの比較検討から,
導き出された構造仮説は、ごく簡単に述べると下
記のようにまとめられる。
1)思春期の心身症の発症、治療経過のプロセス
は、子どもから成人への一種の通過儀礼のプロ
セスとして理解できる。
2)そのパターンは、日常性からの隔絶→内界ヘ
の下降→変容 (死と再生)→帰還 というプロ
セスとして描写 しうる。
3)このプロセスは、上記の、種類の異なったテ
クス トデータ群において、共通に認められる構
造である。
4)上記のような深層におけるプロセスのパター
ンを念頭に置きながら、クライエントとイニシ
エーションの旅を同行する治療者の姿勢を堅持
することは、思春期心身症の治療において重要
である。
上記の構造仮説を、今後複数の事例経過と連続
比較検討することによって、この仮説はさらに精
緻化されることが期待される。ここでいう構造仮
説の生成とは,思春期にみられる,身体症状を伴っ
た不登校の事例がたどるプロセスを物語 り的に記
述することである。生成された物語 りは,検証さ
れた結論ではなく,あ くまでも仮説であることを
明確にしておくならば,それを提示することによ
り有用性が生 じることが期待される。この物語り
が,一般的妥当性をどの程度もっているのかは,
今後の事例の集積によって検証されていくであろ
うし,新しい事例を経験するたびに,大幅に改良 ・
修正されつつ継続的に検証されていくべきもので
あると考え られる。
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